
肝属川清流ルネッサンスⅡ地域協議会 

 

                  日 時：平成 29年 2月 27日（月） 13:30～15:00 

                   場 所：大隅河川国道事務所   

 

会 議 次 第 

 

１．開 会        

 

２．挨 拶     国土交通省大隅河川国道事務所長 

 

３．委員紹介   

 

４．会長紹介 

    ・紹介後、会長挨拶 

 

５. 議  事            

 

（１）清流ルネッサンスⅡの計画策定の背景とこれまでの検討経緯  

     

（２）肝属川水環境改善緊急行動計画の概要  

  

（３）目標水環境の達成状況 

 

（４）各関係機関の施策の取組状況     

        

 （５）目標水環境の評価結果に対する要因分析            

  

 （６）来年度以降の活動方針の検討 

 

６．その他 今後の進め方についての説明 

 

７． 閉  会                     



九州大学　（水質） 楠田 哲也
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　さか   もと　    はや     お

同左 一般財団法人　鹿児島県環境技術協会

鹿児島工業高等専門学校   （河川工学） 疋田 誠
  ひき    だ　  まこと

同左 名誉教授

鹿児島工業高等専門学校   （都市計画） 平田 登基男
　ひら    た　     　 と 　 き 　お

同左 名誉教授

鹿児島大学水産学部     （魚類） 四宮 明彦
   しの   みや　  あき   ひこ

同左 名誉教授

鹿屋市町内会連絡協議会   （地元関係） 上
うえ

籠
ごもり

　司
つかさ

同左

鹿屋市衛生自治団体連合会  （地元関係） 泊
とまり

　義秋
  よしあき

同左

鹿屋市中央生活学校     （地元関係） 米永
よ ね な が

　淳子
あ つ こ

同左

鹿児島きもつき農業協同組合 （農業関係） 下
し も

小野田
お の だ

　寛
ひろし

同左

鹿屋商工会議所       （事業関係） 坪
つぼ

水
みず

　徳
　とく

郎
　ろう

同左

鹿屋青年会議所       （事業関係） 有村
あ り む ら

　良一
り ょ う い ち

金
き ん

川
か わ

　義
よ し

和
か ず

代理出席

鹿屋市校長協会       （教育関係） 黒松
く ろ ま つ

　正信
ま さ の ぶ

同左

鹿児島県土木部河川課    （河川関係） 川原
か わ は ら

　知明
と も あ き

橋
は し

口
ぐ ち

　夕子
ゆ う こ

代理出席

鹿児島県都市計画課　生活排水対策室 （下水道関係） 田中
た な か

　寛
ひろし

山路
や ま じ

　陽輔
よ う す け

代理出席

鹿児島県農政部畜産課    （畜産糞尿処理関係） 佐々木
さ さ き

　幸
ゆ き

良
よ し

児島
こ じ ま

　浩貴
ひ ろ き

代理出席

鹿児島県農政部農産園芸課    （澱粉関係） 大谷
お お た に

　俊夫
と し お

欠席

鹿児島県農政部食の安全推進課（生産環境係） 内
う ち

和田
わ だ

　浩巳
ひ ろ み

欠席

鹿児島県環境林務部 環境保全課 （水質汚濁規制関係） 藪
やぶ

平
へい

　一郎
　いちろう

欠席

鹿屋市            （総合行政） 中西
な か に し

　茂
しげる

北山
き た や ま

　敦男
あ つ お

代理出席

国土交通省大隅河川国道事務所（河川管理者） 加藤
か と う

　仁志
ひ と し

          所属関係機関　（最終評価時Ｈ２８） 委員氏名 出席者 備考

Ｈ２８年度　肝属川清流ルネッサンスⅡ地域協議会 出席者名簿



肝属川清流ルネッサンスⅡ地域協議会 

 

設 立 趣 旨 

 

 

1. 肝属川の上流域は、流域最大の都市である鹿屋市が位置し、流域の約８割の人口が

集中して商工都市として市街化が進んでいる。また、下流部を含めて日本有数の農業、

畜産地域である。 

肝属川は昭和４８年１２月に環境基準の類型指定を受け、鹿屋市の河原田橋上流域

はＣ類型（ＢＯＤ：５mg/l）となっている。 

昭和４０年代からの高度成長期に合わせて農業、畜産業等の地域産業も拡大され、

水質は悪化する一方であったが、その後一般排水基準の適用が見直され、廃水処理等

の改善が進み、近年では環境基準を満足するまでに改善されている。 

しかしながら、特に肝属川上流の水質（ＢＯＤ）は悪く、近年でも肝属川水系全体

で平成１０、１１、１４年に九州でワースト１位という不名誉な結果を記録しており、

河川水の悪臭問題の発生など、河川環境や親水性の面から水質改善が急がれている。 

肝属川水系の水利用は、農業用水、工業用水に利用されており、上水道については、

地下水が豊富なため、鹿屋市をはじめ流域の大部分が地下水を水道水源として活用し

ている。 

しかし、近年、地下水の硝酸性窒素汚染が懸念され始めており、水源としていた井

戸の変更や水質処理などの対策を行っている。更に地下水中の高濃度の硝酸性窒素の

一部は、時間を経て表流水や湧水となって河川へ流入し河川水の窒素濃度に影響して

いるものと考えられる。 

 

2. これらの問題に対処するため、これまで関係機関により様々な対策に取り組まれて

きたが、更なる水環境改善が急務となっており、河川管理者をはじめ関係者が一体と

なって、水環境の改善に向けた施設整備、広報、教育、市民活動の支援、制度などの

施策を策定し、総合的、効率的かつ緊急的に進めることが重要である。 

 

3. そこで本地域協議会は、水環境の改善を図るための制度である「第二期水環境改善

緊急行動計画（清流ルネッサンスⅡ）」の対象河川として肝属川水系が選定されたこ

とを受け、鹿屋市域を対象にして、水質・水量の面で水環境改善の総合的な推進に寄

与するために、国・県・市の各行政機関や流域住民等が一体となって実施すべき水環

境改善緊急行動計画を策定するものである。 

資料－１ 



肝属川清流ルネッサンスⅡ地域協議会 規約 

 

 

第１条 目的 

肝属川清流ルネッサンスⅡ地域協議会（以下「協議会」という）は、肝属川上流域の

鹿屋市域を対象に水質・水量の面で水環境改善の総合的な推進に寄与することを目的

とし水環境改善緊急行動計画（以下「行動計画」という）を策定するものである。 

 

第２条 協議会 

協議会は、別表－１に掲げる学識経験者、関係団体及び関係行政機関の代表を委員と

して構成する。 

２ 協議会に会長をおくこととし、会長は委員から選出するものとする。 

３ 会長は、協議会の会務を総括し、協議会の進行と運営にあたる。 

４ 協議会は、会長が必要と認めたときに開催する。 

５ 協議会の運営を円滑に行うため、下部組織として作業部会を置く。 

６ 会長は、必要があるときは委員以外の者の出席を求めることができる。 

 

第３条 協議事項 

協議会は第１条の目的を達成させるため、次の事項を協議するものとする。 

一 水質改善のための水質目標 

二 水質改善対策手法 

三 水質汚濁負荷発生源毎の負荷削減目標 

四 各機関の役割分担 

五 その他行動計画に関すること等の必要事項 

 

第４条 作業部会 

作業部会は、別表－２に掲げる関係行政機関で構成する。 

２ 作業部会は、協議会の運営を円滑に行うため、第３条の協議事項に関する事前

調整等を行う。 

３ 作業部会は、必要に応じて開催する。 

 

第５条 事務局 

協議会の事務局は、国土交通省大隅河川国道事務所及び鹿屋市とし、事務処理は国土

交通省大隅河川国道事務所が行う。 

 

第６条 規約の改正 

本規約の改正は、協議会の決議を経なければならない。 

 

第７条 その他 

本規約に定めるもののほか、協議会の運営に関する必要な事項は、協議会に諮って定

める。 

 

附 則 本規約は、平成１６年２月１０日より施行する。 

 

資料－２ 

平成２３年９月３０日より施行する。 

平成２９年２月２７日より施行する。 



肝属川清流ルネッサンスⅡ地域協議会 委員名簿 

 

 別表－１ 

                   所属関係機関  役    職  氏      名 

九州大学高等研究院           （水質） 
特別顧問・ 

名誉教授 
楠田 哲也 

鹿児島大学理学部         （水質、地球環境） 名誉教授 坂元 隼雄 

鹿児島工業高等専門学校         （河川工学） 名誉教授 疋田 誠 

鹿児島工業高等専門学校         （都市計画） 名誉教授 平田 登基男 

鹿児島大学水産学部           （魚類） 名誉教授 四宮 明彦 

鹿屋市町内会連絡協議会         （地元関係） 会 長 上籠 司 

鹿屋市衛生自治団体連合会        （地元関係） 会 長 泊 義秋 

鹿屋市中央生活学校                （地元関係） 委員長 米永 淳子 

鹿児島きもつき農業協同組合       （農業関係） 組合長 下小野田 寛 

鹿屋商工会議所             （事業関係) 会 頭 坪水 徳郎 

鹿屋青年会議所                   （事業関係) 理事長 有村 良一 

鹿屋市校長協会             （教育関係） 会 長 黒松 正信 

鹿児島県土木部河川課          （河川関係） 課 長 川原 知明 

鹿児島県土木部都市計画課生活排水対策室（下水道関係） 室 長 田中 寛 

鹿児島県農政部畜産課      （畜産糞尿処理関係） 課 長 佐々木 幸良 

鹿児島県農政部農産園芸課        （澱粉関係） 課 長 大谷 俊夫 

鹿児島県農政部食の安全推進課     （生産環境係） 課 長 内和田 浩巳 

鹿児島県環境林務部環境保全課  （水質汚濁規制関係） 課 長 藪平 一郎 

鹿屋市                 （総合行政） 市 長 中西 茂 

国土交通省大隅河川国道事務所     （河川管理者） 所 長 加藤 仁志 

 

 

 

 



肝属川清流ルネッサンスⅡ地域協議会 作業部会名簿 

 

 別表－２ 

                   所属関係機関 委員名（役職） 

国土交通省大隅河川国道事務所     副所長 

国土交通省大隅河川国道事務所河川管理課     課 長 

鹿児島県土木部河川課    技術補佐 

鹿児島県土木部都市計画課生活排水対策室    技術補佐 

鹿児島県農政部畜産課    技術補佐 

鹿児島県農政部農産園芸課    技術補佐 

鹿児島県農政部食の安全推進課    技術補佐 

鹿児島県環境林務部環境保全課    技術補佐 

鹿児島県大隅地域振興局建設部河川港湾課     課 長 

鹿児島県大隅地域振興局農林水産部農政普及課     課 長 

鹿児島県大隅地域振興局保健福祉環境部衛生・環境課     課 長 

鹿屋市建設部道路建設課     課 長 

鹿屋市上下水道部下水道課     課 長 

鹿屋市農林商工部畜産課     課 長 

鹿屋市市民生活部生活環境課     課 長 

国土交通省大隅河川国道事務所調査第一課     課 長 

 

 



肝属川水系肝属川水環境改善緊急行動計画

国土交通省九州地方整備局大隅河川国道事務所

平成29年2月27日

肝属川清流ルネッサンスⅡ 最終評価

地域協議会説明資料

肝属川清流ルネッサンスⅡのキャッチフレーズ

～清き流れの肝属川を 守り育てて子や孫に～

※環境学習（出前講座）の様子/鹿屋小学校前

資料-3



＜議事次第＞

1.肝属川清流ルネッサンスⅡの計画策定の背景とこれまでの検討経緯

2.肝属川水環境改善緊急行動計画の概要

3.目標水環境の達成状況

4.各関係機関の施策の取組み状況

5.目標水環境の評価結果に対する要因分析

6.来年度以降の活動方針の検討

7.参考資料



1．肝属川清流ルネッサンスⅡの計画策定の背景とこれまでの検討経緯

 

図-1.1.1 清流ルネッサンスⅡとは 
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●水質汚濁防止法による排水規制 

●水路などの水質浄化事業 

●合併処理浄化槽の設置 

●農業集落排水事業 

●畜産排水対策 

●生活排水対策 

●美化清掃活動 

●その他 

下水道事業 

 

市町村や 
地域住民などの 

取り組み 

 

●河川浄化事業 

●流水保全水路事業 

●ダム事業による正常流量の確保 

●ダム貯水池水質保全事業 

●その他 

●流域下水道事業 

●公共下水道事業 

●特定環境保全公共下水道事業 

●都市下水道雑排水対策モデル事業 

●その他 

Ⅱ 

 

図-1.1.2 清流ルネッサンスⅡ計画対象河川 

凡 例 

清流ルネッサンス 21からの対象河川(22ヶ所) 

清流ルネッサンスⅡからの対象河川(12ヶ所) 

 

1.1 肝属川清流ルネッサンスⅡについて
汚濁が著しい河川・湖沼等を対象に、平成5年に地元市町村等と河川管理者、下水道管理者及び関係機関が一体となって、協議会を組織し、各関係者が合意の上で水質改善目標を定め、水環境改

善事業を総合的、緊急的かつ重点的に実施することを目的とした、アクション・プログラムである「水環境改善緊急行動計画（清流ルネッサンス２１）」が創設された。
清流ルネッサンス21に引き続き、平成13年から新たに水量の改善を目的に加えた「第二期水環境改善緊急行動計画（清流ルネッサンスⅡ）」が創設され、清流ルネッサンス21で目標を達成できな

かった河川を含めて全国３４ヶ所が選定されている。肝属川は全国の河川・湖沼等の中から、水質改善に取り組むべき河川として新たに追加された１２箇所のうちの1河川となる。

1.2 これまでの検討経緯
平成16年度に計画が策定され、平成27年度を最終評価年として水環境の改善状況や行動計画で定められた各種取組みの状況について、毎年開催の作業部会で関係機関による議論がなされている。

今年度平成28年度は、これまでの取組みの最終評価として計画目標の達成状況を評価するとともに、その要因分析を行い、今後のルネⅡの活動方針を検討する。

清流ルネッサンスⅡとは

図-1.1.1 清流ルネッサンスⅡ計画対象河川

図-1.2.1 これまでの検討経緯
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行動計画策定当時

はＣ類型であった

が、平成20年度か

らＢ類型に変更

図-2.1.1 計画対象区域の概要

2.1 計画対象区域
計画対象区域は、肝属川上流の河原田橋より上流で、鹿屋市域に属しています。対象区域本川

の河原田橋から上流は環境基準がＢ類型（平成20年度にＣ類型をＢ類型に変更）に指定されてい
ます。

2.2 計画目標年度
肝属川清流ルネッサンスⅡ行動計画では、西暦2000年度（平成12年度）を計画基準年、西暦

2015年度（平成27年度）を目標年度とします。

計画策定年 ： 平成１６年度
中間評価年 ： 平成２２年度
最終評価年 ： 平成２７年度

2.3 当該河川において緊急的に改善を目指す目標水環境
2.3.1 目標とする水環境像

流域住民、関係する行政機関、民間機関等が肝属川の水環境に対して共通の認識を持ち、今後
改善を図っていくためのキャッチフレーズを下記のとおり掲げます。

肝属川のキャッチフレーズ 清き流れの肝属川を 守り育てて子や孫に

2.3.2 目標水質
子供たちが安心して楽しく遊べ、河川により親しみやすい環境を作るため、下記を河川水質の

目標とします。

項 目 内 容 評価基準地点

ＢＯＤ 75%値で環境基準Ｂ類型(3.0mg/L以下)を満足する。

河原田橋全窒素 年平均値で5.0mg/L以下を満足する。

糞便性大腸菌群数 糞便性大腸菌群数の低減を図る。

項 目 内 容 評価基準地点

流 量 健全な水循環機構を保全するため、現状の河川流量を維持する。 朝日橋

2.3.3 目標流量
河川本来の適正な流量の維持を図るために、下記を河川流量の目標とします。

2.3.4 その他目標水環境
上記の目標水質、目標流量のほかに、住民が改善効果を評価することのできる下記の目標水環境

を掲げます。

項 目 内 容 評価対象区間等

臭 い 腐敗臭、異臭発生の低減を図る。

管理区間全域

色 水の透明感を確保する。

景 観 不快なゴミ等がなく、安らぎと潤いを感じる河川景観を維持する。

親 水
子供たちが安心して水際に近づけ、川に親しめる河川空間の創

出に努める。

生物生息環境 多様な動植物の生息・生育環境を確保する。

※管理区間とは、国・県・市が管理している区間を指す。
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河原田橋（水質観測所）

環境基準B類型

計画対象区域

大正橋（流量観測所）

田崎大橋（流量観測所）

田崎橋（水質観測所）

朝日橋（水質・流量観測所）

王子橋（流量観測所）

山中橋（水質観測所）

鹿屋雨量観測所

環境基準Ｃ類型
環境基準Ｂ類型

：水質観測所（国土交通省）

：流量観測所（国土交通省）

：雨量観測所（国土交通省）

凡 例

500m 0 500 1000 1500

※流域住民への公募で提案頂いたフレーズ（388件）を参考にして、最終的に地域協議会（計画策定時）で決定。



2.4 施策内容と役割分担

表-2.4.1 目標達成のための施策内容、役割分担

施策内容

役割分担
●：実施主体、○：主な支援・協力者

流域住民 行政機関 民間機関

備考住
民

住
民
団
体

鹿
屋
市

県
国
交
省

JA
事
業
場

汚濁
負荷

削減策

生活排水
対策

下水道整備
評価最終年度（H27）における下水道整備の目標処理
人口を31,500人から19,900人に削減しますが、合併浄
化槽の目標普及人口を8,400人から18,300人に増加し、

下水道の処理人口の減分を合併浄化槽によりカバー
します。

● ● ○ ○

市が主体となって整備を推進。
整備完了区域で住民が下水
道に接続。

合併浄化槽の
普及、維持管
理

● ○ ○
市の補助制度を利用し、住
民が浄化槽を設置。

家庭雑排水に
よる負荷の削
減

下水道および合併浄化槽が普及しない対象流域の住
民に対して、台所等からの雑排水による汚濁負荷の
削減策の実施を促進していきます。

● ○ ○ ○ ○
流域住民、住民団体が主体
となって実施。国、県、市はソ
フト面で支援。

事業場
排水対策

排水基準の遵
守

事業場からの排水水質の改善のため、定期的に検査、
指導を実施します。

○ ○ ● ●

事業者が主体となって排水
基準遵守を徹底。県、市は監
視。

施肥対策
環境保全型農
業の推進

エコファーマーの認定やかごしまの農林水産物認証制
度（K-GAP）の推進、研修会の開催等を通して、窒素の
地下浸透負荷削減に配慮した環境と調和した農業を

推進します。

● ● ○ ○

農業者が主体となって適正
施肥等を実施。県、市は指導、
監視。

家畜排せ
つ物対策

環境保全型畜
産の推進

家畜排せつ物法に基づき整備が完了した処理施設に
ついて、適正な処理が行われるよう努めます。具体的
には、処理施設の排水水質調査や処理施設の維持管

理の指導、畜産環境ﾊﾟﾄﾛｰﾙ員による監視を定期的に
継続して行います。
牛については、家畜排せつ物法の対象とならない畜産

業者に対しても、家畜排せつ物の適正管理を指導・助
言するとともに、水環境意識が向上するよう啓発しま
す。

豚については、法定外（処理なし・小規模家畜）業者か
らの家畜排せつ物が、畜産環境センターへ確実に搬
出され、処理がなされるよう引き続き徹底します。

● ● ○ ○ ●

畜産業者が主体となって家
畜排せつ物を適正処理。県、
市は指導、監視。

河川に
おける
施策

水辺空間の整備

現在、肝属川本川の鹿屋橋から山中橋の市街地部に
おいて水辺プラザの整備が進められています。支川下
谷川や市街部の下流（鹿屋橋～下谷川合流点）にお

いても、必要に応じて水質浄化及び親水機能を確保
するための河川整備を検討していく予定です。

● ● 国、県が主体。

排水路等での簡易な水質
浄化

排水路の直接浄化と流域住民の水環境改善に関する
啓発を目的として、水質汚濁の顕著な排水路等での
水質浄化を検討し、必要に応じて対策を講じます。

● ○ 市が主体。

水質浄化施設による浄化 ● ● ●
必要に応じて実施。
国、県、市が主体。

水循環
改善策

雨水浸透施設の整備推進
健全な水環境を悪化させないため、雨水浸透・地下水
かん養及び雨水の有効利用の促進に努めます。

● ● ● ● ● ● ● 全機関が主体。

ソフト面
におけ
る施策

イベント
水環境ｼﾝﾎﾟｼﾞｳ
ﾑの開催等

- ● ● ● ● ●
住民団体と行政機関が主体。
住民は参加者。

教育
環境学習会の
実施等

肝属川の水環境の現状や水環境の改善方法を子供
たちや流域住民に学んでもらうため、住民団体や教育
機関が中心となって、環境学習会や水環境調査を積

極的に実施していきます。なお、活動の具体的方法、
活動拠点のあり方等については、今後、関係機関が
共同で検討し、適切に役割分担していきます。

● ● ● ● ●
住民団体と行政機関が主体。
住民は参加者。

● ● ● ● ●
住民団体と行政機関が主体。
住民は参加者。河川愛護

清掃、水環境
調査の実施等

広報
肝属川水環境、
住民活動等の
広報等

環境学習会、水環境調査、その他ｲﾍﾞﾝﾄの開催経緯等
の情報をｲﾝﾀｰﾈｯﾄ、広報誌を使って肝属川流域住民
および全国に発信します。

● ● ● ● 住民団体と行政機関が主体。

連携・支援
住民団体、NPO
の活動・結成の
支援等

・住民と河川管理者が肝属川の管理を協働で進めるｱ
ﾀﾞﾌﾟﾄﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを設立し、日常的な河川管理の代役を務
める住民団体、自治会、民間企業等の募集を開始しま

す。
・国土交通省ほか関係自治体が肝属川上流域の水環
境改善に貢献できる住民団体やＮＰＯの新規結成、既

往団体の活動に対し積極的に支援し、住民団体を統
括できる組織づくりを目指していきます。

● ● ● ● 住民団体と行政機関が主体。

図-2.4.1 対象範囲におけるブロック別施策内容

【JA・事業場（畜産）】
・排水基準の遵守
・環境保全型畜産の推進
（家畜排泄物の鹿屋市畜

産環境センターへの持
ち込み等：笠野原台地）

【住民】
生活排水対策
（合併浄化槽の普及等）

【国土交通省】
簡易水質浄化
（３号排水路）

【国土交通省】
水質浄化施設
（ひも状接触材を用いた
曝気付きの浄化施設）

【鹿屋市】
下水道整備

【国土交通省】
簡易水質浄化（田崎第４樋管）

●鹿屋市畜産環境センター
※自前の処理施設を持たない

養豚農家の家畜排泄物を処理
（H13.4より稼働）

【JA・事業場（畑作）】
施肥の抑制

【鹿屋市】
水質浄化施設
（２号排水路上流）

ひも状接触材

【国・県・市・住民】
水質改善へ向けた啓
発（水辺プラザ等）

イベントでのパネル展示による啓発

【国土交通省】
簡易水質浄化
（５号排水路）
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※行動計画策定時基準年(H12)時点

3.1 目標水質および流量
3.1.1 水 質
（1）水質評価の方法

①水質評価地点と流域ブロック分割
対象区域における水質評価地点を既往の水質調査地点、流域土地利用の分布状況を考慮して設定した。ブロック１の流域の水質評価地点は河原田橋であり全ての流域からの汚濁負荷が流入する。ブロッ
ク2の水質評価地点は朝日橋であり、ブロック2、3、5の流域からの汚濁負荷が流入する。ブロック4の水質評価地点は田崎橋、ブロック5の水質評価地点は３号排水路であり、各々のブロックからの汚濁負荷が
流入する。水質評価地点は、表-3.1.1に示す各流域ブロックの河川（水路）の末端の観測地点とする。

②評価方法
目標水質の達成状況は、評価基準地点の河原田橋の計画目標値（BOD：3.0mg/l、T-N：5.0mg/l、糞便性大腸菌群数：低減を図る）と以下の集計方法による集計値との比較により評価する。
■河原田橋地点のBODと全窒素は週１回（年48回程度）の水質調査の結果を用いており、それ以外の地点は月1回（年12回）の水質調査の結果を用いる。
■調査結果の年毎の集計は、BODは75％値、全窒素、糞便性大腸菌群数は平均値を用いる。

表-3.1.1 水質評価地点一覧

図-3.1.1 流域ブロック分割図

3．目標水環境の達成状況（１）

区分 評価地点
該当

河川

モニタ

リング

機関

地点概要

該当

上流域

ブロック

Ｎｏ．

上流域

ブロックの

負荷源

（ＢＯＤ）※1

評

価

地

点

主

要

評

価

地

点

河原田橋

（目標達成の

評価基準地点）

本川 国
目標達成の評価基準地点であり、

ルネⅡ対象区域の最下流端。
1～5

生活系

事業場系

畜産系

朝日橋 本川 国

上流のブロック3と5が流入し、商

店街や住宅の多いブロック2を流

れる本川の下流端。

2,3,5
生活系

畜産系

そ

の

他

評

価

地

点

田崎橋
下谷

川
国

支川下谷川の最下流端。上流域

には住宅が多い。
4 生活系

大園橋 本川 県
本川の最上流ブロックの下流端。

上流域には森林が多い。
3

事業場系

畜産系

3号排水路 － 国

ルネⅡ対象区域のなかで最も水

質の悪い排水路。上流域には家

畜が多い。

5 畜産系

 
N N 

ブロック4

ブロック2

ブロック1

ブロック3

ブロック5

大園橋

3号排水路

朝日橋

田崎橋

河原田橋

ブロック界

水質評価地点

凡 例
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（2）評価結果
①目標水質の達成状況
・評価基準地点（河原田橋）、主要評価地点（朝日橋、田崎橋）およびその他評価地点（大園橋、3号排水路）における目標水質の達成状況と計画策定時からの改善状況について評価した。
・河原田橋地点のBODおよび全窒素については、週1回（年48回）の測定結果を用いて評価した。
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※河原田橋地点のみ週１回（年間48回）測定
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中間評価以降 実績値：H23～
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※河原田橋地点のみ週１回（年間48回）測定
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※河原田橋地点のみ週１回（年間48回）測定
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表ー２ (全窒素 :T-N )

中間評価以降 実績値：H23～ 中間評価以降 実績値：H23～

8.2

7.1 7.0

6.0

6.8

4.7

5.2 
4.6 

5.6 

4.3 

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

10.0

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

(m
g/

l)

大園（全窒素年平均）

中間評価以降 実績値：H23～

大園 全窒素 （T-N  ）

105.2
97.9

53.1

51.8

40.9

66.0

39.0 

48.0 

35.0 

41.0 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

(m
g/

l)

3号排水路（全窒素年平均）

3号排水路 全窒素 （T-N  ）

中間評価以降 実績値：H23～

目標値 5mg/L2.8
2.8

3.9

2.8

1.9

2.8

1.8 
2.0 

5.4 

1.6 

1.3

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

(個
/
0
.1

m
l)

河原田橋（年平均）

河原田橋 糞便性大腸菌群数

2.7

6.1

5.2

3.5
3.1

2.7 

2.0 

2.8 

4.9 

1.0

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

10.0

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

(個
/
0
.1

m
l)

朝日橋（年平均）

朝日橋 糞便性大腸菌群数

0.8 1.0
1.6

0.7
0.2

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

10.0

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

(個
/
0
.1

m
l)

田崎橋（年平均）

田崎橋 糞便性大腸菌群数

中間評価以降 実績値：H23～

※河原田橋地点のみ週１回（年間48回）測定

表ー３ (糞便性 大腸菌群数)

中間評価以降 実績値：H23～ 中間評価以降 実績値：H23～

5.9

2.0

8.1

5.6

2.2 2.4

1.0 
1.4 

1.8 

0.9 1.1

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

10.0

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

(個
/
0
.1

m
l)

大園（年平均）

中間評価以降 実績値：H23～

大園 糞便性大腸菌群数

240

44

160

160

200

0

50

100

150

200

250

300

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

(個
/
0
.1

m
l)

3号排水路（年平均）

3号排水路 糞便性大腸菌群数

中間評価以降 実績値：H23～

目標値 5mg/L

3.4

4.2 4.3 4.2 4.2
3.8 4.0

3.0 3.0

5.2

3.4 

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

(m
g/

l)

河原田橋（BOD75％値）

河原田橋 （評価基準点） BOD75％値

2.9

2.0

3.1

3.3

4.8

2.4

2.2

3.0

2.1

3.0

1.6 

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

(m
g/

l)

朝日橋（BOD75％値）

朝日橋 BOD75％値

2.3

1.8

2.4
2.1

1.7
2.0

1.6
1.3 1.2

1.4
1.6 

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

(m
g/

l)

田崎橋（BOD75％値）

田崎橋 BOD75％値

目標値 3mg/L

※河原田橋地点のみ週１回（年間48回）測定

表ー１ (BOD75％値)

中間評価以降 実績値：H23～

3.3

4.4

5.3

4.4

0.9 0.7 0.8 0.9
1.1

0.7

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

(m
g/

l)

大園（BOD75％値）

大園 BOD75％値

76.0

63.0

41.0

32.0

54.0
58.0 59.0

27.0

59.0
56.0

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

(m
g/

l)

3号排水路（BOD75％値）

3号排水路 BOD75％値

中間評価以降 実績値：H23～ 中間評価以降 実績値：H23～ 中間評価以降 実績値：H23～ 中間評価以降 実績値：H23～

目標値 5mg/L

7.3 
6.9 6.7 

6.1 

5.1

7.3 7.4 7.6
7.2 7.0

6.8

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

10.0

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

(m
g/

l)

河原田橋（全窒素年平均）

河原田橋 （評価基準点） 全窒素 （T-N ）

8.5
9.2

8.5 8.2 8.2

6.8

7.7 7.5 7.7 

6.8 

5.2

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

10.0

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

(m
g/

l)

朝日橋（全窒素年平均）

朝日橋 全窒素（T-N ）

3.4 3.5 3.3
2.9 2.9 2.9 2.9 3.0 2.9 2.8 

2.4

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

10.0

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

(m
g/

l)

田崎橋（全窒素年平均）

田崎橋 全窒素 （T-N  ）

中間評価以降 実績値：H23～

※河原田橋地点のみ週１回（年間48回）測定

表ー２ (全窒素 :T-N )

中間評価以降 実績値：H23～ 中間評価以降 実績値：H23～

8.2

7.1 7.0

6.0

6.8

4.7

5.2 
4.6 

5.6 

4.3 

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

10.0

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

(m
g/

l)

大園（全窒素年平均）

中間評価以降 実績値：H23～

大園 全窒素 （T-N  ）

105.2
97.9

53.1

51.8

40.9

66.0

39.0 

48.0 

35.0 

41.0 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

(m
g/

l)

3号排水路（全窒素年平均）

3号排水路 全窒素 （T-N  ）

中間評価以降 実績値：H23～

目標値 5mg/L2.8
2.8

3.9

2.8

1.9

2.8

1.8 
2.0 

5.4 

1.6 

1.3

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

(個
/0

.1
m

l)

河原田橋（年平均）

河原田橋 糞便性大腸菌群数

2.7

6.1

5.2

3.5
3.1

2.7 

2.0 

2.8 

4.9 

1.0

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

10.0

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

(個
/
0
.1

m
l)

朝日橋（年平均）

朝日橋 糞便性大腸菌群数

0.8 1.0
1.6

0.7
0.2

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

10.0

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

(個
/0

.1
m

l)

田崎橋（年平均）

田崎橋 糞便性大腸菌群数

中間評価以降 実績値：H23～

※河原田橋地点のみ週１回（年間48回）測定

表ー３ (糞便性 大腸菌群数)

中間評価以降 実績値：H23～ 中間評価以降 実績値：H23～

5.9

2.0

8.1

5.6

2.2 2.4

1.0 
1.4 

1.8 

0.9 1.1

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

10.0

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

(個
/
0
.1

m
l)

大園（年平均）

中間評価以降 実績値：H23～

大園 糞便性大腸菌群数

240

44

160

160

200

0

50

100

150

200

250

300

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

(個
/
0
.1

m
l)

3号排水路（年平均）

3号排水路 糞便性大腸菌群数

中間評価以降 実績値：H23～

目標値 5mg/L

3.4

4.2 4.3 4.2 4.2
3.8 4.0

3.0 3.0

5.2

3.4 

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

(m
g/

l)

河原田橋（BOD75％値）

河原田橋 （評価基準点） BOD75％値

2.9

2.0

3.1

3.3

4.8

2.4

2.2

3.0

2.1

3.0

1.6 

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

(m
g/

l)

朝日橋（BOD75％値）

朝日橋 BOD75％値

2.3

1.8

2.4
2.1

1.7
2.0

1.6
1.3 1.2

1.4
1.6 

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

(m
g/

l)

田崎橋（BOD75％値）

田崎橋 BOD75％値

目標値 3mg/L

※河原田橋地点のみ週１回（年間48回）測定

表ー１ (BOD75％値)

中間評価以降 実績値：H23～

3.3

4.4

5.3

4.4

0.9 0.7 0.8 0.9
1.1

0.7

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

(m
g/

l)

大園（BOD75％値）

大園 BOD75％値

76.0

63.0

41.0

32.0

54.0
58.0 59.0

27.0

59.0
56.0

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

(m
g/

l)

3号排水路（BOD75％値）

3号排水路 BOD75％値

中間評価以降 実績値：H23～ 中間評価以降 実績値：H23～ 中間評価以降 実績値：H23～ 中間評価以降 実績値：H23～

目標値 5mg/L

7.3 
6.9 6.7 

6.1 

5.1

7.3 7.4 7.6
7.2 7.0

6.8

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

10.0

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

(m
g/

l)

河原田橋（全窒素年平均）

河原田橋 （評価基準点） 全窒素 （T-N ）

8.5
9.2

8.5 8.2 8.2

6.8

7.7 7.5 7.7 

6.8 

5.2

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

10.0

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

(m
g/

l)

朝日橋（全窒素年平均）

朝日橋 全窒素（T-N ）

3.4 3.5 3.3
2.9 2.9 2.9 2.9 3.0 2.9 2.8 

2.4

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

10.0

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

(m
g/

l)

田崎橋（全窒素年平均）

田崎橋 全窒素 （T-N  ）

中間評価以降 実績値：H23～

※河原田橋地点のみ週１回（年間48回）測定

表ー２ (全窒素 :T-N )

中間評価以降 実績値：H23～ 中間評価以降 実績値：H23～

8.2

7.1 7.0

6.0

6.8

4.7

5.2 
4.6 

5.6 

4.3 

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

10.0

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

(m
g/

l)

大園（全窒素年平均）

中間評価以降 実績値：H23～

大園 全窒素 （T-N  ）

105.2
97.9

53.1

51.8

40.9

66.0

39.0 

48.0 

35.0 

41.0 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

(m
g/

l)

3号排水路（全窒素年平均）

3号排水路 全窒素 （T-N  ）

中間評価以降 実績値：H23～

目標値 5mg/L2.8
2.8

3.9

2.8

1.9

2.8

1.8 
2.0 

5.4 

1.6 

1.3

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

(個
/
0
.1

m
l)

河原田橋（年平均）

河原田橋 糞便性大腸菌群数

2.7

6.1

5.2

3.5
3.1

2.7 

2.0 

2.8 

4.9 

1.0

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

10.0

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

(個
/
0
.1

m
l)

朝日橋（年平均）

朝日橋 糞便性大腸菌群数

0.8 1.0
1.6

0.7
0.2

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

10.0

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

(個
/
0
.1

m
l)

田崎橋（年平均）

田崎橋 糞便性大腸菌群数

中間評価以降 実績値：H23～

※河原田橋地点のみ週１回（年間48回）測定

表ー３ (糞便性 大腸菌群数)

中間評価以降 実績値：H23～ 中間評価以降 実績値：H23～

5.9

2.0

8.1

5.6

2.2 2.4

1.0 
1.4 

1.8 

0.9 1.1

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

10.0

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

(個
/
0
.1

m
l)

大園（年平均）

中間評価以降 実績値：H23～

大園 糞便性大腸菌群数

240

44

160

160

200

0

50

100

150

200

250

300

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

(個
/
0
.1

m
l)

3号排水路（年平均）

3号排水路 糞便性大腸菌群数

中間評価以降 実績値：H23～

目標値 5mg/L

3.4

4.2 4.3 4.2 4.2
3.8 4.0

3.0 3.0

5.2

3.4 

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

(m
g/

l)

河原田橋（BOD75％値）

河原田橋 （評価基準点） BOD75％値

2.9

2.0

3.1

3.3

4.8

2.4

2.2

3.0

2.1

3.0

1.6 

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

(m
g/

l)

朝日橋（BOD75％値）

朝日橋 BOD75％値

2.3

1.8

2.4
2.1

1.7
2.0

1.6
1.3 1.2

1.4
1.6 

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

(m
g/

l)

田崎橋（BOD75％値）

田崎橋 BOD75％値

目標値 3mg/L

※河原田橋地点のみ週１回（年間48回）測定

表ー１ (BOD75％値)

中間評価以降 実績値：H23～

3.3

4.4

5.3

4.4

0.9 0.7 0.8 0.9
1.1

0.7

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

(m
g/

l)

大園（BOD75％値）

大園 BOD75％値

76.0

63.0

41.0

32.0

54.0
58.0 59.0

27.0

59.0
56.0

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

(m
g/

l)

3号排水路（BOD75％値）

3号排水路 BOD75％値

中間評価以降 実績値：H23～ 中間評価以降 実績値：H23～ 中間評価以降 実績値：H23～ 中間評価以降 実績値：H23～

目標値 5mg/L

7.3 
6.9 6.7 

6.1 

5.1

7.3 7.4 7.6
7.2 7.0

6.8

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

10.0

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

(m
g/

l)

河原田橋（全窒素年平均）

河原田橋 （評価基準点） 全窒素 （T-N ）

8.5
9.2

8.5 8.2 8.2

6.8

7.7 7.5 7.7 

6.8 

5.2

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

10.0

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

(m
g/

l)

朝日橋（全窒素年平均）

朝日橋 全窒素（T-N ）

3.4 3.5 3.3
2.9 2.9 2.9 2.9 3.0 2.9 2.8 

2.4

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

10.0

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

(m
g/

l)

田崎橋（全窒素年平均）

田崎橋 全窒素 （T-N  ）

中間評価以降 実績値：H23～
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※河原田橋地点のみ週１回（年間48回）測定
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※河原田橋地点のみ週１回（年間48回）測定
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※河原田橋地点のみ週１回（年間48回）測定
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表-3.1.2 水質経年変化一覧

3．目標水環境の達成状況（2）
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※河原田橋地点のみ週１回（年間48回）測定
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目標値 5mg/L

水質項目 目標水質の達成状況と改善状況の評価

BOD
〔mg/l〕
（75%値）

・評価基準地点の河原田橋地点では、年48回（週1回）のデータでみるとH27は3.4mg/lであり、目標水質3.0mg/ｌは未達成である。また、計画策定後のH17以降でみると、H26が5.2mg/lと高い値を示し
ており、これを除けば減少の傾向がみられ、特にH24、H25は3.0mg/ｌと目標値を達成している。
・全ての地点において、経年的な減少の傾向が見られる。
・本川最上流の大園橋から、その下流の朝日橋、河原田橋の順に値が上昇しており、市街部での流れ込みの影響の可能性が考えられる。

全窒素
〔mg/l〕
（平均値）

・評価基準地点の河原田橋地点では、年48回（週1回）のデータでみるとH27は5.1mg/lであり、目標水質5.0mg/ｌをわずかに達成していない。
・全ての地点において、経年的な減少の傾向が見られる。
・本川最上流の大園橋から、その下流の朝日橋にかけて値が上昇しており、当該区間での流れ込みの影響の可能性が考えられる。

糞便性大
腸菌群数

〔個
/100ml〕
（平均値）

・評価基準地点の河原田橋地点では、H25は高い値を示しているが、これを除けば減少の傾向がみられ、計画目標の「低減を図る」を達成している。
・3号排水路以外の地点において、経年的な減少の傾向が見られる。
・上流の大園橋から、下流の朝日橋にかけて値が上昇している。
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水質項目 評価

BOD
〔mg/l〕

(年48回観測)

全窒素
〔mg/l〕

(年48回観測)

糞便性大腸菌
群数

〔個/100ml〕

(年48回観測)

・H25の年平均値が5400個/100mｌと高い値を示した要因は、赤丸で示す突発的な観測値の
上昇（20,000個/100ml以上）によるものである。

・BODの調査結果との関連性については、調査頻度の違いがあり、みられない。

・BODや糞便性大腸菌群数と異なり突発的な観測値の上昇は見られない。

・気温が低くなる時期（11月～4月）に高い値を示し、気温が高く降水量が多くなる時期（5
～10月）に低くなる傾向が見られる。

・突発的な観測値の上昇（5mg/l以上）が見られ、これによりBOD年75％値が押し上げられている。
・全ての年度において、1月が高い値を示す傾向が見られる。
・気温が高く、降水量が多い時期（6～10月）は経年的に低い値を示す。

表-3.1.3 河原田橋地点の水質推移

3．目標水環境の達成状況（3）

②月別の観測値の推移
河原田橋地点において、前項の経年変化を示したグラフで、近年高い値を示した要因を確認するため、月別のBOD濃度、総窒素、糞便性大腸菌数の観測値の推移を整理した。
H26のBOD及びH25の糞便性大腸菌群数が高い値を示すのは、突発的な水質の上昇が要因であることが確認された。

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

1
月

1
回

目
2
回

目
3
回

目
4
回

目
2
月

1
回

目
2
回

目
3
回

目
4
回

目
3
月

1
回

目
2
回

目
3
回

目
4
回

目
4月

1回
目

2
回

目
3
回

目
4
回

目
5
月

1
回

目
2
回

目
3
回

目
4
回

目
6
月

1
回

目
2
回

目
3
回

目
4
回

目
7
月

1
回

目
2
回

目
3
回

目
4
回

目
8
月

1
回

目
2
回

目
3
回

目
4
回

目
9
月

1
回

目
2
回

目
3
回

目
4
回

目
1
0
月

1
回

目
2
回

目
3
回

目
4
回

目
1
1
月

1
回

目
2
回

目
3回

目
4回

目
1
2
月

1
回

目
2
回

目
3
回

目
4
回

目

（mg/L)
全窒素 年48回データ

平成24年 平成25年 平成26年 平成27年

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

個/100mL
糞便性大腸菌群数 年12回データ

平成24年 平成25年 平成26年 平成27年

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

16.0

18.0

20.0

1
月

1
回

目
2
回

目
3
回

目
4
回

目
2
月

1
回

目
2
回

目
3
回

目
4
回

目
3
月

1
回

目
2
回

目
3
回

目
4
回

目
4
月

1
回

目
2
回

目
3
回

目
4
回

目
5
月

1
回

目
2
回

目
3
回

目
4
回

目
6
月

1
回

目
2
回

目
3
回

目
4
回

目
7
月

1
回

目
2
回

目
3回

目
4回

目
8
月

1
回

目
2
回

目
3
回

目
4
回

目
9
月

1
回

目
2
回

目
3
回

目
4
回

目
10

月
1
回

目
2
回

目
3
回

目
4
回

目
11

月
1
回

目
2
回

目
3
回

目
4
回

目
12

月
1
回

目
2
回

目
3
回

目
4
回

目

（mg/L)
BOD 年48回データ

平成24年 平成25年 平成26年 平成27年



3.1.2 流 量
計画目標流量に対する達成状況と計画策定時（H17.3）からの改善状況を評価した。
行動計画の評価基準地点である朝日橋は、H15～H19の期間、工事のため上流がせき止められており、評価対象として適切でないため、肝属川本川の流量観測所のうち、観測値が長期間存在する高良橋

（ルネⅡ対象区域下流）で評価した。
図-3.1.2に示す高良橋の低水流量・渇水流量をみると、行動計画策定時（H17.3）の前後で大きな変化はなく、現状の河川流量を維持し、目標を達成している。

図-3.1.2 高良橋の流況
図-3.1.3 朝日橋と高良橋の位置

朝日橋

高良橋河原田橋豊水流量：1年を通じて95日はこれを下らない流量
平水流量：1年を通じて185日はこれを下らない流量
低水流量：1年を通じて275日はこれを下らない流量
渇水流量：1年を通じて355日はこれを下らない流量

行動計画策定

3．目標水環境の達成状況（4）

計画対象区域



3．目標水環境の達成状況（5）

3.1.3 水質及び流量の評価のまとめ

評価項目

改善状況 達成状況

評価地
点

観測
頻度

(回/年)

5段階評価
評 価

実 績 値
目標

達成
状況

評 価計画基準年
H12

中間評価年
H22

最終評価年
H27改善

少し
改善

変化
なし

少し
悪化

悪化

水 質

BOD
〔mg/l〕

(年75％値)

河原田
橋

48

H26が5.2mg/lと突出し
て高い値を示している
が、これを除けば改善
の傾向がみられる。河
原田橋以外の地点も全
て改善傾向にある。
H26が高い値を示す要因
は、突発的な観測値の
上昇と市街地での流れ
込みの影響によるもの
である。

4.5 3.8 3.4
3.0

以下

あと少し
で達成

H27は3.4mg/lまで減少
しており、目標水質
3.0mg/ｌはあと少しで達
成。また、H24、H25は
3.0mg/ｌと目標値を達成。

全窒素
〔mg/l〕

(年平均値)

河原田
橋

48
河原田橋を含む全ての
地点で改善傾向にある。 6.5 6.8 5.1

5.0
以下

あと少し
で達成

H27は5.1mg/lまで減少
しており、目標水質
5.0mg/ｌはあと少しで達
成。

糞便性大
腸菌群数
〔個/100ml〕
(年平均値)

河原田
橋

12

H25は5400個/100mgと高
い値を示して、これを
除けば改善の傾向がみ
られる。H25が高い値を
示す要因は、突発的な
観測値の上昇によるも
のである。
河原田橋以外の地点で
は、3号排水路を除く地
点で減少傾向にある。

2,630※1 2,790 1,330
低減を
図る

達成
減少の傾向がみられ、
計画目標の「低減を図
る」を達成。

流 量
〔m3/s〕

朝日橋 12
H3までさかのぼって確
認すると改善状況はほ
ぼ横ばいと評価できる。

7.98 6.75 8.19
現状
維持

達成

分水路工事の影響がな
い高良橋の渇水流量で
みると、ほぼ横ばいであ
り計画目標の「現状維
持」を達成。

水質及び流量の改善状況については、経年変化から、「改善」、「少し改善」、「変わらない」、「少し悪化」、「悪化」の5段階で評価した。また、達成状況については、計画目標との比較及び改善傾向により評価した。

・目標水環境の改善状況は、全ての水質項目（BOD、全窒素および糞便性大腸菌群数）とも「改善」か「少し改善」と評価できる。
・目標水環境の計画目標の達成状況は、BODおよび全窒素はあと少しの改善で目標を達成できる。糞便性大腸菌群数は減少傾向が見られ、目標をほぼ達成している。
・流量は計画目標の「現状の流量を維持する」を達成している。

表-3.1.4 目標水環境の達成状況及び改善状況の評価結果

※1：観測開始年のH15値



3．目標水環境の達成状況（6）

3.2 その他の水環境
3.2.1 評価方針
その他の水環境項目は、「臭い」、「色」、「景観」、「親水」、「生物生息環境」である（表-3.2.1）。これらの項目を対象に、既往の関連調査結果を用いて、下記方針により評価する。

【評価方針】 ①.その他の水環境項目に関連する既往調査データ（国、県、市）を収集し、評価項目を設定した上で、過去からの改善状況を定量的に評価する。
②.①において、定量的に評価できない（既往調査データがない、あるいは、人の感覚を対象とする）項目に関しては、アンケート調査結果をもとに評価する。

表-3.2.1 評価方法

図-3.2.1 モニタリング地点位置図

その他の水環境 評価方法 評価地点及び
区間

調査実施者

項目 内容 評価項目 評価指標とする既往調査結果 国 県 市

臭い
腐敗臭、異臭発生の

低減を図る。
臭気異常件数

各月水質調査の臭気異常

件数
鹿屋市内9地点 ― ― ○

各月水質調査の臭気異常

件数

河 原 田 橋 、 朝

日橋、田崎橋
○ ― ―

色
水の透明感を確保す

る。

透視度 各月水質調査の透視度

河 原 田 橋 、 朝

日橋、田崎橋、

大園橋

○ ○ ―

外観異常件数
各月水質調査の外観異常

件数
― ― ○

景観

不快なゴミ等がなく、

安らぎと潤いを感じる

河川景観を維持する。

景観に対する感性 ｱﾝｹｰﾄ調査結果 管理対象区間 ○ ― ―

ごみに対する感性 ｱﾝｹｰﾄ調査結果 管理対象区間 ○ ― ―

親水

子供たちが安心して

水際に近づけ、川に

親しめる河川空間の

創出に努める。

親水性に対する感性 ｱﾝｹｰﾄ調査結果 管理対象区間 ― ― ○

生物

生息

環境

多 様 な 動 植 物 の 生

息・生育環境を確保

する。

魚類（個体数、種数、

貴重種、外来種数）、

底性生物（種数）

河川水辺の国勢調査
河原田橋～大

園橋の区間
○ ― ―

計画対象区域

田崎橋

朝日橋

肝属川川西
新川第9樋管

大正橋
河原田橋

小屋敷橋

役所ノ下橋
田崎第4樋管

田崎大橋 4号排水路
5号排水路

3号排水路
王子橋

樋渡橋

大園橋

大久保橋

環境基準Ｂ類型
環境基準Ａ類型

：ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ地点（水質）
：ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ地点（流量）
：ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ地点
（その他の水環境）

黒文字：国管理
(ただし、大園橋は県)

青文字：鹿屋市管理

凡例

※1 臭気異常：水質調査時の採水した水の臭いを調査員が嗅いで、臭いの有無・種別などを感覚で判定
※2 外観異常：水質調査時の採水した水の色を調査員が目で見て確認して、色の有無・種別などを感覚で判定

※1

※2

別府樋管

宮下橋



評価項目 評 価

(1) 臭い

1）年間臭気異常件数
①国土交通省調査結果
（河川3地点）

行動計画策定基準年以前
5ヵ年平均値（H8～12）が
6.8件であるのに対して、近
5ヵ年平均値(H23～27)は10
件と増加している。

②鹿屋市調査結果（9地点）
a.河川（5地点）

行動計画策定基準年を含む
5ヵ年平均値(H15～19)が16.4
件であるのに対して、近5ヵ年
平均値(H23～27)は0.8件と減
少している。

b.排水路/樋管（4地点）
行動計画策定基準年を含む

5ヵ年平均値が32.8件に対し
て、近5ヵ年平均値は16.6件と
減少している。
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3．目標水環境の達成状況（7）

3.2.2 評価結果

その他水環境について、関連する既往調査データやアンケート調査の実施結果をもとに評価した。
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臭気異常件数(河原田橋、朝日橋、田崎橋)

河川における臭気異常件数(鹿屋市内9地点)

排水路・樋管における臭気異常件数(鹿屋市内9地点)

表-3.2.2 その他の水環境評価結果(臭い)

出典：水質測定結果一覧〔鹿屋
市〕（H15～H27）

出典：肝属川水質採水・分析業務報告書〔国土交通
省〕（H6～H27）

臭気異常：
水質調査時に採水した水の臭いを調査員が嗅い
で、臭いの有無・種別などを感覚で判定

※国交省の調査結果と鹿屋市の
調査結果が異なる傾向を示すが、
測定方法、測定頻度は同じであ
るため、測定場所、日時の相違に
よるものであると考えられる。

行動計画策定

行動計画策定



評価項目 評 価

(2) 色

1）透視度
①国土交通省調査結果
（河原田橋、朝日橋、田崎橋）
H22年以降、透視度100cmが観
測されており、良好な状況が維持
できている。

②鹿児島県調査結果
（大園橋）
H17年以降のデータでの評価と
なるが、H22以降、概ね100cmの良
好な状況が維持されている。

2）年間外観異常件数
①鹿屋市調査結果（9地点）
a.河川（5地点）

行動計画策定基準年を含む
5ヵ年平均値(H15～H19)が12.4
件であるのに対して、近5ヵ年平均
値は6.2件と減少している。

b.排水路・樋管（4地点）
行動計画策定基準年を含む5ヵ

年平均値が43.6件に対して、近
5ヵ年平均値は37.8件と減少して
いることから改善傾向がみられる。
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3．目標水環境の達成状況（8）
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行動計画策定

河川における外観異常件数(鹿屋市内9地点) 排水路・樋管における外観異常件数(鹿屋市内9地点)

表-3.2.3 その他の水環境評価結果(色)

出典：肝属川水質採水・分析業務報告書〔国土交通省〕（H6～H27）
公共用水域の水質測定結果〔鹿児島県〕（H17～H27）

出典：水質測定結果一覧〔鹿屋市〕（H15～H27）

※大園橋とその下流の河原田橋、朝日橋の観測結果が異なる傾向を示
す期間がみられる要因は、観測日時の相違、排水路等からの流れ込み
による希釈効果や和田井堰による沈殿効果などの影響と考えられる。

■ ：工事の濁水の影響有り

外観異常：
水質調査時に採水した水
の色を調査員が見て確認

透視度の調査は雨天時以外に実
施されており、透視度の低下は
降雨以外の影響による。

行動計画策定

行動計画策定



評価項目 評 価

(3) 景 観

①景観に関するアンケート調査結果（H28.8実施）
a.景色に対する感じ方
10年前と比較して、景色がとてもきれいに

なった、少しきれいになったと感じると答え
た人は全体の64％(16+48)、景色が汚くなった、
少し汚くなったと答えた人は全体の8％(2+6)で
ある。

b.ゴミに対する感じ方
ごみがとても減った、少し減ったと感じる

と答えた人は全体の73％(39+34)、ごみが増えた、
少し増えたと感じると答えた人は全体の2％(2+0）
である。

(4) 親 水

②親水に関するアンケート調査結果（H28.8実施）
a.親しみの感じ方
10年前と比較して、親しみをとても感じるよう

になった、少し感じるようになったと答えた
人は全体の46％(12+34)、親しみを感じない、あま
り感じないと答えた人は全体の13％（5+8)である。

b.川を訪れる頻度
川を訪れる頻度がとても増えた、少し増え

たと答えた人は全体の26％(6+20）、川を訪れる
頻度が減った、少し減ったと答えた人は12％(9+3)
である。

減った

134人

(39%)

少し減った

119人

(34%)

変化はない

87人

(25%)

少し増えた

1人

(%)

増えた

6人

(2%)

10年前と比べて肝属川のごみは減ったか？

きれいになった

56人

(16%)

少しきれいに

なった

166人

(48%)

変わらない

98人

(28%)

少し汚くなった

22人

(6%)

汚くなった

7人

(2%)

10年前と比べて肝属川の景色はきれいになったか？

とても増えた

22人

(6%)

少し増えた

70人

(20%)

変わらない

212人

(61%)

少し減った

12人

(3%)

とても減った

31人

(9%)

10年前と比べて肝属川を訪れる頻度は増えましたか？

とても感じる

42人

(12%)

少し感じる

120人

(34%)変わらない

143人

(41%)

あまり感じない

29人

(8%)

感じない

17人

(5%)

10年前と比べて親しみを感じるようになったか？

※河原田橋上流域の1,000世帯を対象にＨ28年8月に実施。回収率35％。

※河原田橋上流域の1,000世帯を対象にＨ28年8月に実施。回収率35％。

3．目標水環境の達成状況（9）

（回答者351人） （回答者347人）

（回答者349人） （回答者347人）

表-3.2.4 その他の水環境評価結果(景観・親水)

出典：アンケート調査結果〔国土交通省〕（H28.9実施）

出典：アンケート調査結果〔国土交通省〕（H28.9実施）



評価項目 評 価

(5) 生物
生息
環境

①魚類
a.魚類（個体数）

魚類相全体では、H13からH23にかけ
て、3地点とも増加傾向にある。

b.魚類（種数）
H13からH23にかけて、宮下橋、大園

橋で増加、肝属川川西では減少してい
る。H23では新たに重要種が確認され
ており、全3地点でｵｵﾖｼﾉﾎﾞﾘ、宮下橋
でﾒﾀﾞｶ、肝属川川西でﾄﾞｼﾞｮｳが新たに
確認されている。

c.重要種（個体数）
H13からH23にかけて3地点とも増加

しており、内訳として3地点ともｵｵﾖｼﾉ
ﾎﾞﾘが増加、宮下橋、肝属川川西でﾒﾀﾞ
ｶが増加、宮下橋でウナギが増加して
いる。

d.外来種（個体数）
宮下橋および肝属川川西でH18から

H23にかけて増加している。

②底生生物
a.底生生物（種数）

生物相全体では、H12からH27にかけ
て3地点(別府樋管、河原田橋上流
2.5km地点、大園橋)で増加している。

b.底生生物（生息環境別の種数）
生息環境（水のきれいさ）別にみる

と、全3地点において、きたない水域
に生息する種は概ね横ばいである一方、
きれいな水域に生息する種はH12から
H27にかけて増加している。
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3．目標水環境の達成状況（10）

※外来種：ゲンゴロウブナ、スゴモロコ、コウライモロコ、ブルーギル、チカダイ※重要種：ドジョウ、メダカ、ウナギ、オオヨシノボリ※1

表-3.2.5 その他の水環境評価結果(生物生息環境)

※1：H28.3に県のRDBが更新されたため追加した魚類
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出典：河川水辺の国勢調査（底生生物） （H12、H17、H22 、H27 ） ※河川水辺の国勢調査の調査結果の種数を年度別に集計

出典：河川水辺の国勢調査（魚類）（H13、H18、H23） ※河川水辺の国勢調査の調査結果の種数、個体数を年度別に集計



3.2.3 その他の水環境の評価のまとめ

3．目標水環境の達成状況（11）

評価項目 改善状況 達成状況

評価指標
モニタリング地点

（実施者）

5段階評価

評価 目標
達成
状況

評 価
改善

少し
改善

変化
なし

少し
悪化

悪化

臭い
年間臭気異常

件数

市内3地点
（国土交通省）

行動計画策定基準年以前5ヵ年平均値（H8～12）が6.8件に対して、近5ヵ年平均
値(H23～27)は10件と増加している。

低減を
図る

達成

鹿屋市9地点のモニタリング
結果で、改善傾向が見られ、
目標は達成されていると評
価できる。なお、臭気の種
類は、排水・下水臭が最も
多いことから、排水・下水
の対策が臭気改善のために
有効である。

市内9地点
（鹿屋市）

①河川
行動計画策定年を含む5ヵ年平均値(H15～19)が16.4件に
対して、近5ヵ年平均値(H23～27)は0.8件と減少している。

②排水路・樋管
行動計画策定年を含む5ヵ年平均値が32.8件に対して、近
5ヵ年平均値は16.6件と減少している。

色

透視度

市内3地点
（国土交通省）

大半の観測期間で100cmの良好な状況が維持されている。

透明感
の確保

達成

透視度は100cmとなる期間が
大半を占めており、また、外観
異常件数においては改善傾
向が見られ、目標は達成され
ていると評価できる。

市内1地点
（鹿児島県）

H22以降、概ね100cmの良好な状況が維持されている。

年間外観
異常件数

市内9地点
（鹿屋市）

①河川
行動計画策定年を含む5ヵ年平均値(H15～H19)が12.4件
に対して、近5ヵ年平均値は6.2件と減少している。

②排水路・樋管
行動計画策定年を含む5ヵ年平均値(H15～H19)が43.6件
に対して、近5ヵ年平均値は37.8件と減少している。

景観

アンケート調査
（景色）

計画対象範囲
（国土交通省）

10年前と比較して、景色がきれいになったと感じるようになった人は全体の64％を
しめている。 良好な

景観の
維持

達成

景色はきれいになったこと
や川のごみが減ったことが
実感されており、目標は達
成されていると評価できる。

アンケート調査
（ごみ）

計画対象範囲
（国土交通省）

10年前と比較して、ごみが減ったと感じるようになった人は全体の73％を占めてい
る。

親水

アンケート調査
（親しみ）

計画対象範囲
（国土交通省）

10年前と比較して、親しみを感じるようになった人は全体の46％、感じない人は全
体の13％であり、親しみを感じなくなった人より感じるようになった人の方が多い。 親しみ

の空間
の創出

達成

流域住民が、川への親しみ
を感じるようになっており、
訪問頻度も増えていること
から、目標は達成されてい
ると評価できる。

アンケート調査
（訪問頻度）

計画対象範囲
（国土交通省）

10年前と比較して、川を訪れる頻度が増えた人は全体の26％、減った人は全体の
12％であり、川を訪れる頻度が増えた人の方が多い。

生物生
息環境

魚類
市内3地点

（国土交通省）

確認種数
H13とH23を比較すると、宮下橋、大園橋で増加、肝属川川西
では減少している。

多様な
動植物
の生息・
生育環
境の確
保

達成

魚類や底生生物の生息環境
が改善されていることが確
認できることから、目標は
達成されていると評価でき
る。

個体数 H13からH23にかけて全地点で増加している。

底生生物
市内3地点

（国土交通省）

生物相全体 H12からH27にかけて全地点で増加している。

確認種数
きれいな水域に生息する種の数はH12からH27にかけて増加し、
きたない水域に生息する種の数は減少している。

表-3.2.6 その他の水環境の評価結果のまとめ

その他の水環境について、目標の達成状況は各評価項目で選定されている評価指標の現況および改善状況により評価した。改善状況については、経年変化から、「改善」、「少し改善」、「変わらない」、「少
し悪化」、「悪化」の5段階で評価した。
・その他の水環境の改善状況は、臭い、色、生物生息環境は「少し改善」 、景観、親水は「改善」か「少し改善」と評価できる。
・目標の達成状況は、各評価指標はおおむね良好な状況が維持されており、また全ての評価指標で改善がみられることから、各評価項目とも「達成」と評価できる。
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行動計画改訂版（取組み施策）

◆下水道整備および合併処理浄化槽の普及、維持管理

1.下水道及び合併処理浄化槽の普及、維持管理
(1)下水道の普及・維持管理
・鹿屋市が下水道事業計画に基づき整備
(2)合併処理浄化槽の普及
・鹿屋市が合併処理浄化槽の設置費を補助
・県が単独浄化槽の撤去費をH22から補助
2.下水道及び合併処理浄化槽整備の普及促進（ソフト対策）
(1)下水道接続の促進策
・鹿屋市の下水道普及促進員が下水道接続の訪問活動を実施。
・鹿屋市が下水道整備率と接続率をﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞで公表。
(2)下水道整備のイベント、勉強会、広報の強化
①生活排水対策に関するイベント、勉強会の実施
・鹿屋市が下水道に関する勉強会を開催
・県が下水道の出前セミナーを継続
②広報手段の強化
・鹿屋市がﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞに下水道普及促進のコーナーを継続して掲載
・県がﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞに市町村別汚水処理人口普及率を継続して掲載
・鹿屋市が説明会等での接続工事補助制度のチラシ配布をH23から実施。
(3)合併浄化槽普及に関するイベント、勉強会、広報の強化
①イベント、勉強会の開催
・県が合併浄化槽の出前セミナーを継続
②広報手段の強化
・鹿屋市が普及促進のパンフレットを作成・活用
・鹿屋市及び県が合併浄化槽設置についてﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞや広報誌で普及啓発

4．各関係機関の施策の取組み状況（１）

①生活排水対策

評価最終年度（H27）における下水道整備の目標処理人口を31,500
人から19,900人に削減しますが、合併浄化槽の目標普及人口を
8,400人から18,300人に増加し、下水道の処理人口の減分を合併浄
化槽によりカバーします。

市の広報誌への下水道への接続のお願い記事

1.下水道整備及び合併浄化槽の普及、維持管理
(1)下水道の普及・維持管理
・下水道普及人口は、H27年度末時点で、計画目標19,900人に対し、実績17,672人。
・H27年度末時点の普及人口17,672人に対し、下水道接続人口は13,589人、下水道接続率は76.9％となっている。
・下水処理施設の処理水質はBOD、T-Nともに基準値（BOD10.0mg/l、T-N20.0mg/l）をクリアしており、適正に維
持管理されている。

下水道事業・接続工事等の説明会 「下水道の日」ポスター

2.下水道及び合併処理浄化槽整備の普及促進（ソフト対策）
(1)下水道接続の促進策
・鹿屋市の普及促進員が、下水道未接続家庭を個別訪問し、普及啓発活動を実施。
・県ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞに生活排水対策の記事を掲載中。
(2)下水道整備のイベント、勉強会、広報の強化

①生活排水対策に関するイベント、勉強会の実施

・鹿屋市が下水道処理場見学会を開催し、処理場及び下水道のしくみを説明。

・生活排水対策連絡調整会（国・県・市共催）を開催し、各市町が今年度行う生活排
水処理施設の普及活動計画を策定。

②広報手段の強化
・鹿屋市が下水道接続促進のため、下水道課ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞに下水道事業内容と排水設備工
事費補助金制度について掲載。

・鹿屋市広報誌に下水道接続のお願い及び排水設備工事費補助金制度について掲載。
・下水道整備完了区域住民に対して工事終了後、早期接続の促進のため、チラシ配布
や説明会を開催し、受益者負担金や下水道接続に係る手続き等の説明を実施。

・「下水道の日」ポスターを掲示。
(3)合併浄化槽普及に関するイベント、勉強会、広報の強化
・県広報誌や新聞の県政広報欄等において，浄化槽維持管理に関する記事を掲載。
・10月1日「浄化槽の日」に、鹿屋市広報誌に浄化槽の普及啓発記事を掲載。
・合併処理浄化槽設置補助金制度ついて鹿屋市下水道課ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ及び広報誌に掲載。

下水道普及人口

(2)合併処理浄化槽の普及
・合併処理浄化槽普及人口は、H27年度末時点で、計画目
標18,300人に対し、実績20,071人。

・県及び鹿屋市が合併処理浄化槽を整備する市住民に対し、
交付金（補助）を交付。

・H25年１月より合併処理浄化槽設置補助金制度を拡充し、
単独処理から合併処理への転換を推進。

・単独処理浄化槽撤去費の助成に関し、H24から県浄化槽
整備事業交付金を拡充。
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下水処理場放流水質

T-N基準 20mg/l
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T-N（mg/l）

市の広報誌への合併浄化槽設
置補助金制度の掲載記事

出典：鹿屋市下水道課提供ﾃﾞｰﾀ

出典：鹿屋市下水道課提供ﾃﾞｰﾀ



H27施策の進捗状況

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果

◆家庭雑排水による負荷の削減

取
組
み
実
績

◆家庭雑排水による負荷の削減
■家庭雑排水の負荷削減の促進策（イベント、勉強会、広報の強化）
①生活排水対策に関するイベント、勉強会の開催

家庭雑排水対策社会実験結果

行動計画改訂版（取組み施策）

◆家庭雑排水による負荷の削減

■家庭雑排水の負荷削減の促進策（イベント、勉強会、広報の強化）
①生活排水対策に関するイベント、勉強会の開催

②広報手段の強化
・鹿屋市が訪問活動や出前講座にも使える家庭雑排水対策の普及促進のパンフ

レット（テキスト）を作成・活用
・鹿屋市がﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞに家庭雑排水対策の普及促進のコーナーを設置
・鹿屋市が広報誌への家庭雑排水対策の普及促進記事を1回/年から2回/年に増

加して掲載。

下水道及び合併浄化槽が普及しない対象流域の住民に対して、台所等からの
雑排水による汚濁負荷の削減策の実施を促進していきます。

②家庭雑排水による負荷の削減

4．各関係機関の施策の取組み状況（２）

・鹿屋市が家庭雑排水対策
に関する社会実験を実施

・鹿屋市が家庭用廃食油回
収ポストを公民館等に設
置

・鹿屋市が生活排水対策や
水環境に関するイベント
等（自然観察会1回/年、
環境フェスタ1回/3年、
肝属川クリーン作戦1回/
年）を実施

・鹿屋市が家庭雑排水対策
の勉強会（出前講座）を
実施

家庭雑排水による負荷の削減方法

a. みそ汁やラーメン等の残り汁を流さないように

する

b. 汚れた鍋や食器は紙などで拭きとって洗う

c. 使えなくなった油は流し台に流さない

d. 三角コーナー等に水きりネット等を取り付ける

e. 流し台の排水口に水きりネット等を取り付ける

f. 洗濯、台所、風呂の洗剤の使用量は適量を使う

g. 洗濯には市販されている無リン洗剤を使う

h. 米のとぎ汁や野菜等の洗い水を有効利用して、

排水しない。

i.  残飯が川に流れないように庭先の排水路に対策

（沈澱ます、ネット等）をする

・鹿屋市が家庭雑排水対策に関する社会実験を実施。
・鹿屋市が市内25箇所（公民館等）に廃食油回収ポストを設置し、Ｈ22年に3,590ℓ、Ｈ23年に
3,410ℓ、Ｈ24年に4,420ℓ、Ｈ25年に4,015ℓ、Ｈ26年に3,280ℓ、Ｈ27年に2,000ℓを回収。

・鹿屋市が水環境、廃食油石鹸、ウミガメ、地球温暖化に関する環境出前講座を開催（12回開
催、参加者数798人）。

・鹿屋市が自然観察会を小、中学生を対象に年１回開催（出席者Ｈ24：28名、Ｈ25：28名、Ｈ
26：27名、Ｈ27：27名）となっている。

・計画対象範囲内の下水道・合
併処理浄化槽の未普及の家庭で
の家庭雑排水対策は、アンケー
トの結果、H27年度末時点の取
組み状況は59.3％であり、計画
目標値82％に達していない。

水環境への意識が高まった　　→　24人
肝属川への愛着が高まった　　→　24人
環境全般への意識が高まった →　22人
意識に変化がなかった          →　　0人

肝属川の水環境に対する意識の変化

今回の社会実験を実施したことで、「肝属川の水環境に対する意識に変化はあ
りましたか？」の問いに対して次の回答がありました。

今回の取り組みを通じて、アンケートに協力して頂いた皆様が水環境や環境全
般に対する意識が高まったことが解りました。

家庭雑排水の負荷削減の取組み状況と将来目標値
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悪い←  水質（mg/l) →悪い

実施前　　55 実施中　46

出典：H28ｱﾝｹｰﾄ調査結果



行動計画改訂版（取組み施策）

1.事業場排水の水質改善の促進策

・県が、規制対象事業場（30㎥/日以上）の排水基準遵守のため、
立入調査による監視・指導を計画的に実施し、畜産業と食料品
製造業を監視・指導の重点業種として強化を図る。

・県が、水質汚濁防止法改正に基づく自主検査の実施と検査結果
の県への報告について徹底を図るなど、事業者の意識啓発を図
る

・鹿屋市が、不法投棄監視が主目的であった環境パトロールの役
割について、河川・排水路等の水環境監視まで拡張する

・鹿屋市が、定点での環境状況の調査を目的として実施している
環境監視員の調査に関し、調査結果の記録頻度を不定期から定
期で実施するように見直す。また、調査結果記録様式を調査項
目別（臭い、色、景観など）に区分して記録する。

・県が、未規制事業場（30㎥/日未満）の排水負荷量削減のため
の水質調査及び現地指導を継続実施するほか、必要に応じて関
係機関と連携して立入調査等を実施するなど監視・指導を強化
する。

・鹿屋市が、定点での環境状況の調査を目的として実施している
環境監視員の調査に関し、調査結果の記録頻度を不定期から定
期で実施するように見直す。また、調査結果記録様式を調査項
目別（臭い、色、景観など）に区分して記録する。

2.事業者等に対するイベント、勉強会、広報の強化
・鹿屋市が研修会や配布用に使える事業場排水対策パンフレット
（テキスト）を事業者に作成・活用
・鹿屋市がﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞに事業場の排水基準の遵守に関するコーナー
を設置

・県がﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞに事業場の排水基準に関するコーナーを充実

H27施策の進捗状況
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1.事業場排水の水質改善の促進策
・県が平成27年7月7日に小規模事業所等排水対策現地指導(4事業場)を実施。
・鹿屋市が、環境監視員による河川の環境状況の調査結果を記録。

③事業場排水対策（排水基準の遵守）

1.事業場排水の水質改善の促進策
・県が、規制対象事業場（30㎥/日以上）の
排水基準遵守のため、立入調査による監
視・指導を実施し、排水基準を超過した事
業場について改善指導を毎年実施している。

・H27年度は33事業場に立入り調査を実施し、
改善命令が1件、行政指導が5件となってお
り、改善命令と行政指導の合計件数は、経
年的にここ数年は横ばいである。

検査の実施件数と行政指導の件数（肝属川水系全体）

事業場の立入り調査結果（H27）

4．各関係機関の施策の取組み状況（３）

事業場からの排水水質の改善のため、定期的に検査，指導を実
施します。

小規模事業場排水対策現地指導の様子

55

64

54

43

45

36

43
39

36

41

33

1
0 1 1 1 2

0 0 0 0 1

4
8

5
8 4

2

7 6 5 4 5

0

10

20

30

40

50

60

70

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

（
件

数
）

立入事業場

行政措置件数 改善命令

行政措置件数 行政指導

該当
ブロック

立ち入り検査し
た事業場名

排水量
m3/日

調査日
BOD
mg/L
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水基準

評価・対策

1 事業場① 510 H27.12.14 0.5 80

1 事業場② 5700 H27.6.15 2.1 25

1 事業場③ 6535 H27.9.28 4.8 160

2 事業場④ 50 H27.10.13 3.9 80 12

5 事業場⑤ 44 H27.6.15 5.3 160 370

5 事業場⑥ 205 H27.9.28 43 40 120

5 事業場⑦ 35 H27.9.28 2.1 120 98

環境監視員による調査結果（H27.4～7H27.7）

2.事業者等に対するイベント、勉強会、広報の強化
・県が平成28年2月22日に事業者の排水処理に関する意識
啓発を図るため、「工場排水管理技術講習会」を開催。

・県がﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞに事業場の排水基準に関するコーナーを設
置。

№ 通報月 指定区域 通報内容

4 4月 吉留橋周辺
13日 夕方 吉留橋付近に、鴨1匹とクイナ２匹が泳いで
いる。ブルーシートが沈んでいた。

7 下栗須橋周辺

大雨の影響で上流側の排水付近のヘドロが流され綺麗に
なっている。降水がないと2～3週間で溜まってしまう。
原因は豚舎からの汚水であることは明白なため業者に排
水口付近の清掃をするよう強く指導してほしい。

8 長谷橋周辺
家畜し尿の臭いがあったが、特定することは出来なかっ
た。今後も注意深く監視を続けます。分水路入り口の記
念碑公園の除草をお願いします。

10 吉留橋周辺
5月はプラスティック類のゴミがあった。放送にてゴミ
の投げ込みをしないように注意を行う。下旬には大雨で
急傾斜地の土砂が流れ込む。

15 6月 吉留橋周辺
6月は雨の日が多く降水量も多い。2日に白い泡があり報
告するも、家庭用の洗剤でした。

17 下栗須橋周辺

流水口（下栗須橋）付近からの「泡」が多く下流まで続
いて見える日もありました。今はヘドロも溜まりだして
います。今業者に清掃するように指導してくださればよ
いと思います。→大隅地域振興局へ連絡

18 王子排水路
早朝、悪臭がするので、周囲を確認すると、畑に畜産業
の糞を散布してあり、天気が良かったので悪臭がしたも
のと判明した。

19 長谷橋周辺
７月は梅雨時期であり、川の水量が多く異常は見られな
かったが、梅雨明けと同時に家畜のし尿と思われる臭い
がした。

21 吉留橋周辺 川の水量が多かった。ビニール類が一部捨ててあった。

平成27年度 環境監視員通報内容

5月

７月

出典：県環境保全課
提供ﾃﾞｰﾀ
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H27施策の進捗状況

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果

1.地下浸透負荷削減の促進策
・かごしまの農林水産物認証制度（K-GAP）は鹿屋市肝属川流域においてH27年度末で、9個人・団体が取得している。
各生産者部会組織にK-GAPの導入についての助言・指導を行っている。

・エコファーマーは鹿屋市肝属川流域ではH27年度末で391戸の経営体が認定を受けている。

取
組
み
実
績

2.農家に対するイベント、勉強会、広報の強化
①環境と調和した農業に関するイベント、勉強会の開催
・環境保全型農業推進本部会議を、毎年5月に開催し、
「環境と調和した農業の取組方針」「健全な土づくり
の指導方針」等を作成（H26はPED流行により中止）。

・環境と調和した農業推進研修会を年1～2回、毎年開催。
・毎年9月に県堆肥コンクールの予選会を兼ね、地区の
コンクールを開催（H26はPED流行により中止）。

・水稲10件、さつまいも20件、野菜573件、花き9件、果
樹36件、飼料作物8件の土壌分析を実施。

行動計画改訂版（取組み施策）

1.地下浸透負荷削減の促進策
・鹿屋市、県が、有機質肥料施用の推進等により窒素負荷削減に
寄与できる「かごしまの農林水産物認証（K-GAP）」の取得農
家や「エコファーマー」の認定農家を継続して拡大。

2.農家に対するイベント、勉強会、広報の強化
①環境保全型農業に関するイベント、勉強会の開催
・鹿屋市が良質堆肥や完熟堆肥の生産・施用、減化学肥料を農家
に普及促進する土壌診断員の育成・配置を継続して実施

・鹿屋市、県が適正施肥や良質堆肥の生産と施用による土づくり
を推進する「県環境保全型農業確立推進本部」を設置

・鹿屋市、県が「大隅地域環境と調和した農業推進研修会」、
「環境と調和した農業担当者会」を開催

②広報手段の強化
・鹿屋市が研修会や出前講座に使える適正施肥や良質堆肥の生
産・施用に関するパンフレット（テキスト）をH23から作成・
活用

・鹿屋市および県がﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞに環境保全型農業に関するコーナー
を設置

・県が大隅地域振興局農政普及課で発行する「普及だより」等を
活用し、環境負荷軽減への取組の啓発を実施

④施肥対策（環境保全型農業の推進）

エコファーマーの認定やかごしまの農林水産物認証制度（K-
GAP）の推進、研修会の開催等を通して、窒素の地下浸透負荷
削減に配慮した環境と調和した農業を推進します。

 

環境と調和した農業推進研修会の様子 

4．各関係機関の施策の取組み状況（４）

環境と調和した農業推進研修会の様子

出典：県食の安全推進課提供ﾃﾞｰﾀ



行動計画改訂版（取組み施策）

1.畜産農家に対する水質改善の促進策
・鹿屋市が家畜排せつ物の不適切な処理に対し、畜産環境パト
ロールにより巡回指導

・鹿屋市の畜産環境パトロール員が監視強化ポイントを設置し
て定点監視を実施

・県の大隅地域振興局が主体となり、関係機関と連携して畜産
農家に対する家畜排せつ物の適正処理を巡回指導

・鹿屋市が立入調査時以外の施設の稼働状況の管理のため、全
自己処理業者の処理施設管理簿に記録

・県が家畜排せつ物処理施設の整備に対する補助事業やリース
事業の支援を実施

・県が、畜産経営による環境汚染防止、家畜排せつ物の適切な
管理、利用促進策に関し、県、市、畜産農家などが検討・意
見交換を行うための「環境保全型畜産推進協議会」を開催

2.畜産農家等に対するイベント、勉強会、広報の強化
①環境保全型畜産に関するイベント、勉強会の開催
・鹿屋市が畜産農家（未規制事業含む）への水質調査、現地指
導、および畜産環境センターの見学会等を重点的に実施する
畜産環境週間を設置

・県が糞尿処理に関する現地指導や相談窓口の強化を図るため、
技術員等に対し、「畜産環境アドバイザー育成研修会」への
参加を推進

・鹿屋市が、処理施設(畜産環境センター)見学会を開催
②広報手段の強化
・鹿屋市が、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞに環境保全型畜産に関するコーナーを設
置

H27施策の進捗状況

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果

1.畜産農家に対する水質改善の促進策
・家畜別（豚、牛）の飼養頭数調査を実施し、H27時点で豚
88,497頭、牛9,433頭であり、計画見直し年度のH21と比較して
豚1,998頭、牛775頭増加している。

・家畜排せつ物処理施設の排水水質調査の結果、排出負荷量原単
位（kg/頭/日）は、平成24年以降計画値を下回っている。

取
組
み
実
績

1.畜産農家に対する水質改善の促進策
・鹿屋市が畜産環境パトロールを実施し、畜産農家40戸に
対し家畜排せつ物処理に関する水質汚濁，悪臭等の改善指
導を実施。

・鹿屋市畜産課職員により夜間・休日のパトロールを実施。
・県が、畜産経営による環境汚染防止、家畜排せつ物の適
切な管理、利用促進策に関し、県、市、畜産農家などが検
討・意見交換を行うための「環境保全型畜産推進協議会」
を開催（出席者数54名）。

2.畜産農家等に対するイベント、勉強会、広報の強化
①環境保全型畜産に関するイベント、勉強会の開催
・畜産環境アドバイザー育成について、家畜排せつ物の堆
肥化処理・利用技術について学ぶ家畜排せつ物処理研修を
開催し、1名が所定の課程を修了した。

⑤家畜排せつ物対策（環境保全型畜産の推進）

家畜排せつ物法に基づき整備が完了した処理施設について、
適正な処理が行われるよう努めます。具体的には、処理施
設の排水水質調査や処理施設の維持管理の指導、畜産環境
パトロール員による監視を定期的に継続して行います。
牛については、家畜排せつ物法の対象とならない畜産業者
に対しても、家畜排せつ物の適正管理を指導・助言すると
ともに、水環境意識が向上するよう啓発します。
豚については、法定外（処理なし・小規模家畜）業者から
の家畜排せつ物が、畜産環境センターへ確実に搬出され、
処理がなされるよう引き続き徹底します。

計画対象区域内の家畜別頭数（豚、牛）

養豚業者の家畜排せつ物処理施設の排出負荷原単位の実績値と計画値の比較

4．各関係機関の施策の取組み状況（５）
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水質推定項目 ：BOD、全窒素

水質推定地点 ：河原田橋

水質推定年度 ：平成27年度（最終評価年）

負荷量計算方法 ：原単位法（「流域別下水道整備総合計画調査 指針と解説 日本下水道協会」に準ずる）

推定条件 ：中間評価時に同定した定数（流達率、浄化残率）を用いて、上記排出負荷量をもとに推定。全窒素に関わる負荷量については、台地に滞留して徐々に流出している

地下水経由の負荷量が徐々に減少し、平成27年迄にはなくなると推定。

５．目標水環境の評価結果に対する要因分析（1）

5.1 負荷量による水質の推定

負荷量による水質の推定方法は、以下に示すとおり、中間評価の水質予測の方法と同様の水質推定項目、水質推定地点、水質推定年度および推定条件による。

※全窒素については、地下水からの負荷流出を考慮しており、流総指針の考えとは異なる。

図-5.1.2 汚濁発生源から河川水質基準点までの流れ

図- 汚濁負荷流出の概念図

汚濁源
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排出負荷量=原単位×数量フレーム
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浄化残率=流出負荷量/流達負荷量
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図-5.1.1 汚濁負荷流出の概念図
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H27年 BOD年75％値 3.4mg/l

5.2 まとめ

・BODは、これまでの取組みの成果により改善傾向を示しているが、突発的な水質の上昇により年集計値が3.4mg/lまで押し上げられることにより、目標は達成できていない（図-5.2.2（右）） 。

・前記により求めた排出負荷量をもとに水質ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝﾓﾃﾞﾙを用いて計算した水質（負荷量推定値）は、BODは1.9mg/l、T-Nは2.9mg/lと実測値よりも低い値となっている（図-5.2.2（左、中央）） 。

・河原田橋地点のBODは大園橋地点や朝日橋地点と比較して経年的に高い値を示す傾向があり、市街地区間（大園橋～河原田橋）の流れ込みの影響が考えられる（図-5.2.3）。

５．目標水環境の評価結果に対する要因分析（2）

突発的な水質の上昇

図-5.2.2 実測値と負荷量推定値の比較

＜目標水環境の評価結果より明らかになった目標水質未達成の要因・課題＞

■現行の行動計画の取組みの効果が現れており、引き続き取組みの徹底を図れば計画目標は達成できると考えられる。

■立入り調査時の水質や文献値のような標準的な原単位レベルで各負荷源の排水の水質を常に維持すれば、計画目標値は十分に達成できる状況にあるといえる。

■突発的な水質の上昇の要因となる特定の汚濁源からの排出の影響や市街地区間の流れ込みの影響を抑制するような取組みを実施していく必要がある。
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6．来年度以降の活動方針の検討（1）

①ハード対策（下水道、合併処理浄化槽、畜産農家の自己処理施設の整備）
②規制・監視（ﾊﾟﾄﾛｰﾙ、事業場立入り調査、維持管理の適正化の指導）
③啓発活動（ｲﾍﾞﾝﾄ開催、ﾎﾟｽﾀｰ、ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ、広報誌・ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ掲載 等）

これまでの取組み

清流ルネッサンスⅡ 地域協議会

1.各種施策の実施

【今後の重点課題】

肝属川清流ルネッサンスⅡの目標とする水環境像の実現のため、地域協議会は現行の体制で平成32年度まで継続し、各種取組みやモニタリングは現行の行動計画に基づき継続していく。
取組み施策の内容は、毎年実施の作業部会でモニタリング結果を評価して順応的に施策を見直し、翌年度からの取組み施策の内容に反映していく。

6.1 今後の進め方

2.モニタリング

①水環境の改善状況の評価
➢水質（BOD、T-N、糞便性大腸菌群数） ➢その他水環境（臭い、色、親水、景観、生物生息環境）

②施策の取組み状況の評価
➢ハード対策の状況、規制・監視の結果、啓発活動の実施状況

図-6.1.1 肝属川清流ルネッサンスⅡの今後の進め方

関係機関による担当作業

施
策
の
実
施

1.モニタリングの実施
・水環境の状況
・施策の取組み状況

2.モニタリング結果の収集整
理・自己評価

3.自己評価

平成28年度 ルネⅡ最終評価 地域協議会

平成32年度 ルネⅡ継続年

平成29年度 作業部会

平成30年度 作業部会

平成31年度 作業部会

6.2 今後の取組み方針

現行の行動計画の継続を基本とし、最終評価の結果から明らかになったことによる今後の重点課題に対する主な取組みを定める。

①現行の行動計画の取組みの効果が現れており、今後も現行の行動計画の取組み全般を継続していく。
②文献値の標準的な原単位レベルで排水の水質を常に維持するため、整備済み施設の維持管理の適正化や監視・指導、啓発を進める。
③突発的な水質の上昇の要因となる特定の汚濁源からの排出の影響を無くすため、排水対策を促進する。
④市街地区間の流れ込みの影響を抑制するための取組みを実施する。
⑤臭いの改善傾向が明確でないため、河川に流れ込む排水の臭気対策を実施する。

平成27年度 ルネⅡ最終年

平成33年度 ルネⅡ継続評価 地域協議会

平成32年度 作業部会

今後の取組み

清流ルネッサンスⅡ 地域協議会

（最終評価の結果を踏まえ現行の行動計画に取組みを追加して実施（取組み内容は次項参照））

1.各種施策の実施 2.モニタリング

（現行の行動計画に基づき実施）

図-6.1.2 毎年の関係機関による担当作業および作業部会の活動内容

水環境の状況
施策の取組み状況

毎年の 作業部会

関係機関による
担当作業

作業部会に提出

施策・モニタリングの
実施

モニタリング結果の
収集整理・自己評価

情報共有

評価

フォローアップ※

・施策の見直しの要否検討
・見直し施策の検討

― ：新規追加

地域協議会の開催※

（大幅な施策の見直しが
必要な場合）

・見直し施策の決定

大幅な施策の見直し

あり なし
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6.3 今後の重点課題に対する主な取組み

➢事業場からの排水水質の改善のため、定期的に立入検査、指導を実施する。

最終評価の結果により明らかになった今後の重点課題に対し、現行の行動計画を継続することを基本とし、各部門で主な取組みや新たな取組みを定めて推進する。

➢下水道整備を促進する。
・下水道の整備は完了していないため、今後も引き続き整備を進める。
・下水道の接続率向上のための啓発活動を進める。

➢合併処理浄化槽整備や維持管理の適正化を勧める。
・合併処理浄化槽の整備は、今後も引き続き新規建築物への新設や既存の単独処理浄化槽からの設置換えを進める。
・合併処理浄化槽の維持管理の適正化のため、浄化槽管理者への啓発・指導を行う。

【生活排水対策の主な取組み】

【事業場排水対策の主な取組み】

今後の重点課題
取組み （赤字：新たな取組み※）

生活系 事業場系 畜産系 農業系 河川における施策 ソフト面の施策

①
現行の行動計画の取組みの効果が現れており、今後も引続き取組
んでいく。

➢現行の行動計画の取組み全般

②
文献値の標準的な原単位レベルで排水の水質を常に維持するため
の取組みを徹底する。

➢浄化槽の維持管理

➢立入検査

➢監視・指導、啓発

➢畜産環境セン
ターへの搬出の
徹底

➢エコファーマーの認定
やK-GAPの推進

➢良質堆肥の生産支援
及び堆肥利用の促進

－

➢水環境及び施
策の取組み状
況のPR

③
突発的な水質の上昇の要因となる特定の汚濁源からの排出の影響
を無くすため、排水対策を促進する。

－ －
➢河川浄化施設の

維持管理
④ 市街地区間の流れ込みの影響を抑制するような取組みを実施する。 ➢下水道及び合併処

理浄化槽整備
➢下水道接続率向上
➢浄化槽の維持管理

－ －

⑤
臭いの改善傾向が明確でないため、河川に流れ込む排水に対する
臭気を抑制する対策を実施する。

－ ➢臭気対策 － －

➢個別の家畜排せつ物処理施設を所有する畜産農家について、処理施設からの排水水質調査及び処理施設の維持管理の指導、畜産環境パトロール員による監視を定期的に継続する。
➢個別の家畜排せつ物処理施設を所有しない畜産農家からの家畜排せつ物の畜産環境センターへの搬出の徹底を図る。
➢臭気の低減を図るため，微生物資材等の活用や施設改善を推進する。

➢エコファーマーの認定やかごしまの農林水産物認証制度（K-GAP）の推進、研修会の開催等を通して、窒素の地下浸透負荷削減に配慮した環境と調和した農業を推進する。
➢良質堆肥の生産支援および堆肥利用を促進し、未熟堆肥の発生抑制による環境保全に努める。

【施肥対策（環境保全型農業の推進）の主な取組み】

【家畜排せつ物対策の主な取組み】

➢鹿屋市で整備した河川浄化施設や国交省で整備した肝属川上流浄化施設（曝気付浄化）および排水路等での簡易な浄化のひも状接触材の洗浄や点検について、適切な維持管理を行う。

【河川における施策の主な取り組み】

➢イベント、教育、河川愛護、広報活動や各実施者の連携・支援を促進する。
➢水環境及び施策の取組み状況のモニタリング結果をPRする。

【ソフト面の施策の主な取組み】

表-6.3.1 今後の重点課題に対する主な取組み

※既に実施されているが現行の計画に記載されていない取組み
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施 策 取組み内容

実 施 者※1

担当部署住
民 市 県 国

民
間

汚
濁
負
荷
削
減
策

生活排水対策

下水道整備 下水道整備、接続の促進 ● ● ○ ○ 市下水道課、県生活排水対策室

合併浄化槽の普及、維持管理
合併処理浄化槽普及の促進
合併処理浄化槽の維持管理の適正化

● ● ● 市下水道課、県生活排水対策室

家庭雑排水による負荷の削減 家庭雑排水の負荷削減の促進 ● ● ○ ○ 市生活環境課

事業場排水対策 排水基準の遵守 事業者への指導・検査の実施 ● ● ● ○
県環境保全課、県衛生・環境課、市生活環
境課

施肥対策 環境保全型農業の推進
エコファーマーの認定やK-GAPの推進
良質堆肥の生産支援及び堆肥利用

● ● ● ○
市農政課、県農政普及課、県食の安全推
進課

家畜排せつ物対策 環境保全型畜産の推進
処理施設の処理水の監視、水質調査、維持管理の指導
畜産環境センターへの搬出の徹底
臭気対策

● ● ● ○ 市畜産課、県農政普及課、県畜産課

河川における施策

水辺空間の整備 （整備完了） ● ● 県河川課、県河川港湾課

水質浄化施設による浄化
（整備完了）
整備済み施設の維持管理の適正化

● ● 国交省、市生活環境課

排水路等での簡易な水質浄化
（整備完了）
ひも状接触材の洗浄等の維持管理の適正化

● ● 国交省、市生活環境課

水循環改善策 雨水浸透施設の整備推進 （整備完了） ● ● ● ● ●

ソフト面の施策 イベント、教育、河川愛護、広報、連携・支援
イベント、教育、河川愛護、広報活動や各実施者の連携・支
援の促進
水環境及び施策の進捗状況のモニタリング結果のPR

● ● ● ● 全機関

※1 ● ：主体実施、○：支援実施
赤字：新規追加項目（既に実施されているが現行の計画に記載されていない取組み）
■ ：モニタリング廃止

表-6.4.1 施策内容と役割分担

6.4 施策内容と役割分担
汚濁負荷削減策では、生活排水対策として合併処理浄化槽の維持管理の適正化、家畜排せつ物対策として臭気対策を新規に追加する。また、河川における施策として整備済み施設の維持管理の適

正化、ソフト面の施策として水環境及び施策の進捗状況のモニタリング結果のＰＲを追加する。なお、担当部署はこれまでと同様とする。
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6.5 モニタリング

項 目 計画目標 モニタリング地点 頻度
モニタリング実施者

担当部署
国 県 市

・BOD

・全窒素

・糞便性大腸菌群数

BOD年75％値 ：3.0mg/l以下

T-N年平均値 ：5.0mg/l以下

糞便性大腸菌群数 ：低減を図る

対象区域分割ブロックの排水末端部

河原田橋

（評価基準地点）

年48回

程度
● ― ― 国交省

朝日橋、田崎橋 年12回 ● ― ― 国交省

大園橋 年12回 ― ● ― 県環境保全課

3号排水路 年12回 ― ― ● 市生活環境課

その他排水量の多い主要樋管 5号排水路、田崎第4樋管、新川第9樋管 年12回 ― ― ● 国交省

流量 現状の河川流量を維持する 対象区域分割ブロックの排水末端部 高良橋、朝日橋、大正橋、田崎大橋、3号排水路 常時 ● ● ● 国交省、市生活環境課

項目 計画目標
評価方法

モニタリング地点（区間） 頻度
モニタリング実施者

担当部署
評価項目 既住調査データ 国 県 市

臭い 腐敗臭、異臭発生の低減を図る。

巡視活動記録 環境監視員の巡視活動記録簿及び報告書 管理対象区間 年12回 ― ― ● 市生活環境課

臭気異常件数

各月水質調査の臭気異常件数 鹿屋市内9地点 年12回 ― ― ● 市生活環境課

各月水質調査の臭気異常件数 大園橋 年12回 ― ● ― 県環境保全課

各月水質調査の臭気異常件数 河原田橋、朝日橋、田崎橋 年12回 ● ― ― 国交省

色 水の透明感を確保する。

巡視活動記録 環境監視員の巡視活動記録簿及び報告書 管理対象区間 年12回 ― ― ● 市生活環境課

透視度 各月水質調査の透視度
河原田橋、朝日橋、田崎橋、大
園橋、3号排水路

年12回 ● ● ●
国交省、県環境保全課、

市生活環境課

外観異常件数

各月水質調査の外観異常件数 鹿屋市内9地点 年12回 ― ― ● 市生活環境課

各月水質調査の外観異常件数 大園橋 年12回 ― ● ― 県環境保全課

各月水質調査の外観異常件数 河原田橋、朝日橋、田崎橋 年12回 ● ― ― 国交省

景観
不快なゴミ等がなく、安らぎと潤い
を感じる河川景観を維持する。

巡視活動記録 環境監視員の巡視活動記録簿及び報告書 ― 年12回 ― ― ● 市生活環境課

ごみ 肝属川ｸﾘｰﾝ作戦の参加者数とごみ収集量の実績 ― 年1回 ― ― ● 市生活環境課

景観に対する感性 景観に関するｱﾝｹｰﾄ調査 管理対象区間 5年1回 ● ― ― 国交省

親水
子供達が安心して水際に近づけ、川
に親しめる河川空間の創出に努める。

親水性に対する感性 親水性に関するｱﾝｹｰﾄ調査 管理対象区間 5年1回 ― ― ● 国交省

生物生息環境
多様な動植物の生息・生育環境を確
保する。

魚類、底性生物、貴重種、
外来種の確認種数

河川水辺の国勢調査 河原田橋から大園橋までの区間 5年1回 ● ― ― 国交省

表-6.5.1 水質のモニタリング

表-6.5.2 その他の水環境のモニタリング

（1）水環境のモニタリング内容と役割分担
水環境（水質、その他の水環境）の計画目標の達成状況および改善状況について、現行の行動計画に基づき実施していく。臭い及び色については、改善傾向がより明確になるように、評価項目及び実施機

関を追加してモニタリングを強化する。

赤字：新規追加項目（既に実施されているが現行の計画に記載されていない項目）
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施 策
実施
頻度

モ ニ タ リ ン グ 実 施 者※1

主なモニタリング項目 担当部署住
民 市 県 国

民
間

汚
濁
負
荷
削
減
策

生活排水対策

下水道整備 1回/年 ●
下水道整備人口、整備率、接続率、排水水質等
の実績

市下水道課、県生活排水対策室

合併浄化槽の普及、維持管理 1回/年 ● ● 合併処理浄化槽の整備基数 市下水道課、県生活排水対策室

家庭雑排水による負荷の削減 1回/5年 ○ ● ｱﾝｹｰﾄの実施実績およびその結果 市生活環境課

事業場排水対策 排水基準の遵守 1回/年 ○ ● ● ○
事業者への指導、検査の実施実績、排水水質実
績

県環境保全課、県衛生・環境課、市
生活環境課

施肥対策 環境保全型農業の推進 1回/年 ○ ● ● ○
エコファーマーの認定数、かごしまの農林水産物
認証制度（K-GAP）」の認定件数

市農政課、県農政普及課、県食の安
全推進課

家畜排せつ物対策 環境保全型畜産の推進 1回/年 ○ ● ● ○
家畜別（豚、牛）頭数、畜産農家の自己処理施設
ごとの処理水量、水質、家畜飼育頭数の実績

市畜産課、県農政普及課、県畜産課

河川における施策

水辺空間の整備 1回/年 ● ● 整備実績 県河川課、県河川港湾課

水質浄化施設による浄化 1回/年 ● ● 整備実績 国交省、市生活環境課

排水路等での簡易な水質浄化 1回/年 ● ●
施設による浄化効果（浄化前後の水質実績）
ひもの洗浄等の維持管理実績

国交省、市生活環境課

水循環改善策 雨水浸透施設の整備推進 1回/2年 ○ ● ● ● ○ 整備実績

ソフト面の施策 イベント、教育、河川愛護、広報、連携・支援 1回/年 ● ● ● 実施実績 全機関

その他 地下水水質 1回/年 ●
既存の水道水源地（現在取水していない井戸・湧
水も含む）の硝酸性窒素濃度、一般井戸の硝酸
性窒素濃度

市生活環境課

表-6.5.3 施策の進捗・実施状況のモニタリング

（2）施策の進捗・実施状況のモニタリング内容と役割分担
施策の進捗・実施状況について、これまでの行動計画の役割分担とモニタリング項目を基本とし、新たに追加された取組みの実施状況のモニタリングを追加する。さらに、水環境及び施策の進捗状況

のモニタリング結果の公表による啓発効果の拡大を図る。なお、雨水浸透施設の整備及び水辺空間の整備は事業完了によりモニタリング対象から除外する。

※1 ● ：調査・とりまとめ担当者、○：資料提供者
赤字：新規追加項目（既に実施されているが現行の計画に記載されていない項目）
■ ：モニタリング廃止



朝日橋

河原田橋

4号排水路

5号排水路

3号排水路
王子橋

鹿屋市下水処理センター

樋渡橋

計画対象区域

役所ノ下橋
田崎第4樋管

田崎橋

：ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ地点（水質）
：ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ地点（流量）
：ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ地点
（その他水環境）

黒文字：国管理
青文字：鹿屋市管理

畜産系の流れ込み
市街地からの流れ込み

モニタリング地点位置図
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7.1 調査地点毎の臭気異常件数種別

上流側の畜産系の流れ込みが現地で確認されている区間は畜産系の臭気、下流側の市街地区間は生活系の臭気の発生す
る傾向が見られる。

■畜産系：畜産臭、し尿・糞尿臭
■生活系：下水臭、生活排水臭
■その他 ：魚臭、藻臭、泥臭、澱粉臭等
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7.2 その他水環境（景観、親水）及び家庭内対策に関するアンケート調査

①対象範囲：計画対象区域（河原田橋上流域）

②調査期間：平成28年8月30日～平成28年9月14日

③調査方法：住民基本台帳より配布先を無作為抽出してｱﾝｹｰﾄ用紙を1,000世帯に配布

④回収状況：配布した1,000部のうち、358部を回収（回収率35％）

調査項目 質問内容

肝属川への景
色（景観）に関
する調査

問1
問2
問3
問4
問5

10年前と比較して肝属川の景色はきれいになったと感じますか？
きれいになったと感じる理由は何ですか？
10年前と比較して肝属川のごみは減ったと感じますか？
減ったと感じる理由は何ですか？
ごみを無くすためにはどのような取組みが必要と思いますか？

肝属川への親
しみ（親水）に
関する調査

問1
問2
問3
問4
問5
問6

10年前と比較して肝属川に親しみを感じるようになりましたか？
親しみを感じるように理由は何ですか？
親しみを感じなくなった理由は何ですか？
10年前と比較して肝属川を訪れる頻度は増えましたか？
肝属川を訪れる頻度が増えた理由は何ですか？
肝属川を訪れる頻度が減った理由は何ですか？

家庭内対策に
関する調査

問1
問2

家庭雑排水の処理方式は何ですか？（下水道、合併処理浄化槽等）
各取組みに「取組んでいる」か「取組んでいない」のどちらか？

減った
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(39%)

少し減った
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(34%)
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(25%)
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1人

(%)
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変わらない

98人

(28%)

少し汚くなった

22人

(6%)
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(20%)

変わらない
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(61%)

少し減った

12人
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10年前と比べて肝属川を訪れる頻度は増えましたか？

とても感じる
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(12%)

少し感じる
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(34%)変わらない

143人

(41%)

あまり感じない
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(8%)
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10年前と比べて親しみを感じるようになったか？
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臭気対策

家畜糞尿に散布することにより消臭や発酵が促
進します。発酵期間が短縮され、発酵温度も高く
なり、ハエなどの発生抑制効果があります。

● 『テトラ菌』とは・・・

「テトラ菌」とは自然界の腐植土の中から、
特殊な方法（バイオテクノロジー）により強
制培養した安全で、有益な自然微生物群
です。自然の持つ力を最大限に発揮させ、
本来の状態に近づけるよう手助けをしてく
れる菌です。

●『えひめＡＩ-1』とは・・・

食べ物に含まれる酵母、乳酸菌、納豆菌等と糖蜜
から独自の製法で作られる環境にやさしい【環境
浄化微生物】のことです。

●えひめＡＩ-1の特徴

複数の在来微生物が構成する生態
系において、有益な微生物の活性化
を促し、自然浄化力を向上させます。

● 『えひめＡＩ-1』の主な効果
・消臭・悪臭抑制 ・スカム・汚泥の減少
・排水浄化 ・堆肥の発酵期間の短縮
・土壌改良 等● 『テトラ菌』の主な効果

・水質浄化
・畜産公害の改善
・有機性廃棄物のリサイクル
・土地改良 等

●豚舎使用での『テトラ菌』の主な効用

悪臭・排除
•環境改善、ウジ・ハエの
発生防除

疾病の予防
•浄菌・静菌作用による細
菌疾病予防

成長促進
•代謝機能を高め、消化
吸収を良くする

肉質改善

•異臭が無い

•舌触りが良く、肉が柔ら
かい

•食中・食後口内がべとつ
かない

•風味が良く甘みがある

有機微生物テトラ菌による環境改善 環境浄化微生物（えひめＡＩ-1）
株式会社イイダ微研
S56年商標登録（継続中）

愛媛産業技術研究所
H18年商標登録（継続中）
（現在、6社に商標使用許諾）

【導入事例】
・H9～H14:霞ヶ浦水質浄化プロジェクト
・H15:茨城県笠間市『裏池』の浄化 等

【導入事例】
・H13：愛媛県環境浄化微生物普及事業
・H28：愛媛県北宇和郡鬼北町の河川浄化 等

7.3 今後の取組みの参考事例

南日本新聞2016.11.16

商品名 ：研究段階のため未定
対象効果 ：堆肥化促進、臭気抑制

実施者 ：鹿児島大学農学部、県大隅
加工技術研究センターなど
産学官6機関

概要 ：畜産で生じる豚の糞尿を農
作物の栽培に効果の高い液
肥に処理して悪臭の改善を
図る。砂利を敷詰めた水路
に糞尿を流し、砂利に付い
た微生物により糞尿を分解
して臭いを軽減する。

今後の計画：現在3基が肝付町の農業生産

法人所有地で稼動しており、
2018年度までの実用化を目

標として臭いの抑制効果や
作物の生育状況を調査中。

商品名 ：201（におわん）
対象効果 ：臭気抑制
実施者 ：福岡県、九州メディカル、JA全農

概要 ：悪臭の元となる低級脂肪酸を分解する。類似品より効果が高
く、拡散範囲を狭めることができる。

今後の計画：JAグループで500円/tで10月下旬から全国向けに販売中。

西日本新聞2016.11.29
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臭気対策

● 『ダブルエコシステム』とは・・・

自然環境に優しく、時間やお金が低コスト
なリサイクルシステムのことです。好気性
菌体によりアンモニアが分解されるため
臭気を抑制できます。また高温で発酵さ
せるため安全な堆肥ができ、再利用が可
能になります。

●『木酢液』とは・・・

木材等の植物原料を加熱した際に発生する
煙を冷却して得られる水溶液のことです。

主に土壌改良資材や植物活性剤として利用
されており、その他堆肥の発酵促進剤、ごみ
処理用消臭剤、家畜・養殖魚の飼料への添
加等の様々な分野で活用されている。

●畜産での使用・効果

● 『木酢液』の家畜への主な利用目的
・環境改善（家畜糞尿の臭気抑制）
・体質改善（家畜の健康の保持）

・品質改善（においの少ないヘルシーな商品）
等

● 『ダブルエコシステム』の主な特長
・悪臭の抑制
・有機物残渣全般の処理が可能
・安全な堆肥 等

●ダブルエコシステムの基本フロー

ダブルエコシステムの導入 木酢液の活用

【導入事例】
・JA鹿児島きもつき 根占堆肥センター
・鹿屋鶏卵（鶏糞） 等

南日本新聞2016.12.23

対象効果 ：臭気抑制
実施者 ：鹿屋市、畜産農家

概要 ：農家と非農家の混
住化が進み、畜
産に起因する臭
いの問題が解消
されていないの
が現状。市の対
策としては、実
証実験による消
臭効果の高い有
用微生物群の導
入や臭いの発生
源調査を実施し
ている。

今後の計画：臭いの発生源調査
をH29年3月まで

実施し、市畜産
課で結果を分析
する。臭気の発
生源として明ら
かになった地域
に対しては指導
や対策を行う。

一次発酵を約２週間、二次発酵を約４週間
かけて製品堆肥が出来上がります。

ブロイラー
•肉質がしまり、柔らかく、
飽和脂肪酸が減少する

採卵鶏
•卵黄膜が堅くなり、黄身
が盛り上がる

•味が濃厚で甘みが増す

豚
•飼育期間を１０％短縮
•肉質向上

肉牛・乳牛

•太りやすくなる

•ストレスが軽減され、飼
育しやすくなる
•糞尿の臭気が減少する



河川における施策（水質浄化施設による浄化、排水路等での簡易な水質浄化）
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河原田橋

下谷川
リナシティ

施策の内容 ■ 曝気装置付きの肝属川上流浄化施設および簡易な浄化施設
（３号排水路、５号排水路および田崎第４樋管）を整備・
運営し、汚れた水をきれいにして肝属川に放流しています。

浄化施設の設置地点位置図

3号排水路

肝属川上流浄化施設

田崎第4樋管

5号排水路

簡易な浄化施設

簡易な浄化施設

簡易な浄化施設

曝気装置付

浄化に使用するひも

肝属川に流れ込む水路の水のよごれは、河床に設置したひもに付着した
微生物により分解・除去されます。

簡易な水質浄化施設(5号排水路)

ひもを河床に設置

ひもによる浄化のｲﾒｰｼﾞ

簡易な浄化施設（3号排水路、田崎第4樋管、5号排水路）のしくみ

ひもの設置

鹿屋市役所
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浄化後

■排水路のよごれた水は簡易
な水質浄化施設か曝気装置
付浄化施設に流入します。

浄化前 Before After

浄化施設の通過前の状況
（肝属川上流浄化施設）

採取した水 採取した水

浄化施設の通過後の状況
（肝属川上流浄化施設）

事業の効果
■排水路の汚れた水は浄化さ
れ、肝属川に放流されます。

浄化前
浄化後

曝気装置付浄化施設（肝属川上流浄化施設）のしくみ

全施設の平均流入・流出水質
および平均除去率

水の汚れを

約20％
削減！

排水路の水の汚れ
（BOD）は、浄化施設
（上流浄化施設、3号排水
路、田崎第4樋管、５号排
水路）により約20％削減
されて、放流されます。

浄化前 浄化後

施策の効果（施設全体）

浄化施設のしくみ

曝気装置付浄化施設
（肝属川上流浄化施設）
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教育、広報活動

7.4 イベント、教育、河川愛護、広報、連携・支援の事例

●環境・防災教育の実施

大隅河川国道事務所では、市内の小中学生を対象に肝属川の水環境に関する出前講座
や水生生物調査を実施している。

 

72

28 10

国土交通省 大隅河川国道事務所

 

＊肝属川に関する意見、質問、何でもどうぞ…
〒893-1207 肝属郡肝付町新富1013-1
大隅河川国道事務所 調査第一課（牧之内（ﾏｷﾉｳﾁ）、柳（ﾔﾅｷﾞ））

○平成28年8月16日に「第２回肝属川水防災意識社会再構築協議会」

を開催しました。協議会では「いつかくる大規模水害に備え水害に

負けない強い大隅地域づくり」を目標として、鹿屋市、肝付町、

東串良町、気象台、県、大隅河川国道事務所の関係機関が連携して

目標達成のため今後概ね５年間で取り組む事項【ハード 対策（シラ

ス堤防の質的強化対策等）やソフト対策（住民目線での啓発活動実施、

地域の防災リーダー育成や自主防災組織の育成・強化・支援等）】を

「肝属川の減災に係る取組方針」として策定しました。

○策定した「肝属川の減災に係る取組方針」の実施状況や進捗状況等

は毎年1回協議会を開催し情報共有していきます。

第2回協議会の様子（H28.8.16)
鹿屋市（市長）、肝付町（町長）、東串

良町（副町長）、鹿児島地方気象台

（台長）、鹿児島県（河川課長）、鹿児

島県（地域防災監）、大隅河川国道

事務所（所長）

関係機関 約２０名が参加

「肝属川の減災に係る取組方針」は、

大隅河川国道事務所ホームページに

掲載されてますので是非ご覧下さい。

大隅河川国道事務

所HPにあるバナー

をクリック

○「肝属川の減災に係る取組方針」の代表的な取り組み内容を紹介します。このほかにも様々な

取り組みが記載されていますので詳しくは、事務所ホームページをご覧下さい

◆まるごとまちごとハザードマップ

の実施
※浸水深や避難経路を標識として「まち

なか」に表示し日頃から洪水への意識を

高め災害時にはスムーズな避難に繋げる

ことを目的とします。.

◆自主防災組織支援、水防災教育等の講師等育成のための

講習会等の実施

◆災害時に迅速な避難が出来るよう、地域の防災リーダー

作りや自主防災組織の育成・強化

※自主防災組織強化のための

地域の防災リーダーの育成

などの取り組みを推進します。

◆関係機関の連携強化、防災訓練の実施

◆浸水想定区域内にある病院や地元企業に対して、被害が最小と

なるための自主防災力向上の支援の実施
※水防工法の訓練実施や病院、

企業の防災力向上に関する

支援を行っていきます

区分 対象者 内容 人数

１ 環境・防災 鹿屋市立鹿屋小学校 出前講座（肝属川の分水路等の河川整備、水質と生き物について） ９７

２ 環境 鹿屋市立祓川小学校 出前講座（肝属川の環境） １５

３ 環境・防災 肝付町立国見小学校 水生生物調査、水難事故防止講座 １０

４ 環境 鹿屋市内の小学生 水生生物調査 ２４

５ 防災 鹿屋市内の小学生 出前講座（分水路の見学） ２５

６ 環境 鹿屋市立祓川小学校 水生生物調査 １５

７ 環境 肝付町立高山中学校 水生生物調査 １５

８ 環境 鹿屋市立鹿屋中学校 水生生物調査 １５

９ 環境 鹿屋市立鹿屋中学校 水生生物調査 １５

姶良川クリーン作戦（Ｈ28.6.19）
（姶良川河川愛護会主催）

肝属川クリーン作戦（Ｈ28.7.17）

（肝属川クリーン作戦実行委員会主催）

串良川クリーン作戦（Ｈ28.7.15）

（かのや市商工会、東串良町商工会主催）

＊今年は第33回です。約1,2０0人の参加がありました。
約1.5tのゴミが回収されました。

＊今年は第２9回です。約２５０人の参加がありました。

もっとる作戦（Ｈ27.7.23 ）（Ｈ27.8.20 ）

（ＦＭかのや主催）

   

BODとは川の汚れの程度を示す代表的な指標として用いられていま
す。
水中の汚れは微生物により分解されますが、その時に消費する酸素の
量をBODと言い、BODの値が大きければ水が汚れていることを表しま
す。

BOD  

このような工夫をする事で川はきれいになります。

◆家庭でもできる、川を汚さない工夫あれこれ◆

※BODの目安

１mg/L以下：人為的汚染のない川

２mg/L以下：ｻﾜｶﾞﾆ､ｲﾜﾅの生息

３mg/L以下：ｱﾕの生息

５mg/L以下：ｺｲ､ﾌﾅの生息

５mg/L以上：ｲﾄﾐﾐｽﾞ､ｼﾏｲｼﾋﾙの生息

 

洗剤は、なるべく純せっけんを

使ってみよう



＊今年は第２０回です。約2０0人の参加がありました。

Ｈ２７年 Ｈ２６年

1.2

高山川 新前田橋

0.8

0.5

姶良川 姶 良 橋

下谷川 田 崎 橋 1.6

水域名 地点名

串 良 橋

俣　　瀬肝属川
下　流

ＢＯＤ（mg/l）

2.7

2.5

2.1

第二有明
橋

肝属川
上　流

1.3朝 日 橋

河原田橋

串良川

1.1

1.6

1.0

1.1 1.2

2.1

0.8

0.6

＊今年で3年目です。近隣の中学生・高校生を中心に
総勢約1０0人の参加がありました。

【概要】肝属川では８地点で毎月水質を調査しています。（右図）

ＢＯＤの年平均値（年間の平均的な水質）で、最も水質が良好な地点は、

高山川の新前田橋で 0.５mg/L、次いで姶良川の 姶良橋で 0.８mg/L

でした。

出前講座（環境） 水生生物調査（環境） 分水路見学（防災）

水生生物調査（環境） 水生生物調査（環境） 水生生物調査（環境）

●広報活動の実施

大隅河川国道事務所では、肝属川での取組みに関する広報活動により、地域住民へ現
状の肝属川の水質の状況を報告し、水環境に対しての意識啓発を行っている。

出典：国交省提供資料

出典：国交省提供資料



「生活排水対策(下水
道整備)をClick

「ソフト面の施策」をClick

環境水質改善の取組み状況(ソフト対策)

環境水質改善の取組み状況(ソフト対策)

下水道整備

ソフト対策

イベント

勉強会

広報

「勉強会」をClick

取組み：下水道接続等の説明
実施日：平成27.○.○
内 容：受益者負担金や下水道接続

に係る手続き等の説明
場 所：下水処理場

取組み：水生生物調査
実施日：平成27.○.○
内 容：子供達の水環境学習
場 所：鹿屋市立祓川小学校

肝属川での水環境改善の取組みについて、分野ごとの実施状況をWEBで公開し、地元住民の意識啓発や取組み促進を図る。

水環境及び施策の取組み状況のPR

7．参考資料

7.5 水環境及び施策の取組み状況のPR



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

肝属川水系肝属川 

水環境改善緊急行動計画書 

 

 最終評価年以降の取組み（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29年 2月 

 

肝属川清流ルネッサンスⅡ地域協議会

資料-4 



 

 

はじめに 

 

本書は、平成 29年 2月 27日に開催された肝属川清流ルネッサンスⅡ地域協議会において、最終評価

の結果および最終評価年以降の取組みについて決議された内容を基にとりまとめたものである。最終評

価年以降の肝属川清流ルネッサンスⅡ地域協議会の関係機関の取組みについては、本書での取組み内容、

役割分担に基づき、進めていくものとする。 
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1. 今後の進め方 

肝属川清流ルネッサンスⅡの目標とする水環境像の実現のため、地域協議会は現行の体制で平成 32

年度まで継続し、各種取組みやモニタリングは現行の行動計画に基づき継続していく。取組み施策の

内容は、毎年実施の作業部会でモニタリング結果を評価して順応的に施策を見直し、翌年度からの取

組み施策の内容に反映していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図- 1 肝属川清流ルネッサンスⅡの今後の進め方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図- 2 毎年の関係機関による担当作業および作業部会の活動内容 
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2. 今後の重点課題に対する主な取組み 

最終評価の結果により明らかになった今後の重点課題に対し、現行の行動計画を継続することを基

本とし、分野ごとに取組みを推進する。行動計画における新たな取組みとして、既に実施されている

が現行の計画に記載されていない取組みを赤字で示す。 

 

表- 1 今後の重点課題に対する主な取組み 

今後の重点課題 

取組み（赤字：新たな取組み
※

） 

生活系 事業場系 畜産系 農業系 
河川における

施策 

ソフト面 

の施策 

① 

現行の行動計

画の取組みの

効果が現れて

おり、今後も引

続き取組んで

いく。 

➢現行の行動計画の取組み全般 

② 

文献値の標準

的な原単位レ

ベルで排水の

水質を常に維

持するための

取組みを徹底

する。 

➢浄化槽の

維持管理 

➢立入検査 

➢監視・指

導、啓発 

 

➢畜産環境

センターへ

の搬出の

徹底 

➢エコファー

マーの認

定 K-GAP

の推進 

➢良質堆肥

の生産支

援及び堆

肥利用の

促進 

－ 

➢水環境及

び施策の取

組み状況の

PR 

③ 

突発的な水質

の上昇の要因

となる特定の

汚濁源からの

排出の影響を

無くすため、排

水対策を促進

する。 

－ － 

➢河川浄化施

設の維持管

理 

④ 

市街地区間の

流れ込みの影

響を抑制する

ような取組み

を実施する。 

➢下水道及

び合併処理

浄化槽整備 

 

➢下水道接

続率向上 

 

➢浄化槽の

維持管理 

－ － 

⑤ 

臭いの改善傾

向が明確でな

いため、河川

に流れ込む排

水に対する臭

気を抑制する

対策を実施す

る。 

－ ➢臭気対策 － － 

※既に実施されているが現行の計画に記載されていない取組み 
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各分野のそれぞれの主な取組み内容は下表のとおりである。既に実施されているが現行の計画に記載

されていない取組みを赤字で示す。 

 

【生活排水対策の主な取組み】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【事業場排水対策の主な取組み】 

 

 

 

【家畜排せつ物対策の主な取組み】  

 

 

 

 

 

 

 

 

【施肥対策（環境保全型農業の推進）の主な取組み】 

 

 

 

 

 

【河川における施策の主な取組み】  

 

 

 

 

【ソフト面の施策の主な取組み】  

➢下水道整備を促進する。 

 ・下水道の整備は完了していないため、今後も引き続き整備を進める。 

 ・下水道の接続率向上のための啓発活動を進める。 

➢合併処理浄化槽整備や維持管理の適正化を勧める。 

 ・合併処理浄化槽の整備は、今後も引き続き新規建築物への新設や既存の単独処理浄化槽からの

設置換えを進める。 

 ・合併処理浄化槽の維持管理の適正化のため、浄化槽管理者への啓発・指導を行う。 

➢事業場からの排水水質の改善のため、定期的に立入検査、指導を実施する。 

➢個別の家畜排せつ物処理施設を所有する畜産農家について、処理施設からの排水水質調査及び処

理施設の維持管理の指導、畜産環境パトロール員による監視を定期的に継続する。 

➢個別の家畜排せつ物処理施設を所有しない畜産農家からの家畜排せつ物の畜産環境センターへ

の搬出の徹底を図る。 

➢ 臭気の低減を図るため，微生物資材等の活用や施設改善を推進する。 

➢エコファーマー認定やかごしまの農林水産物認証制度（K-GAP）の推進、研修会の開催等を通

して、窒素の地下浸透負荷削減に配慮した環境と調和した農業を推進する。 

➢良質堆肥の生産支援および堆肥利用を促進し、未熟堆肥の発生抑制による環境保全に努める。 

➢鹿屋市で整備した河川浄化施設や国交省で整備した肝属川上流浄化施設（曝気付浄化）および排

水路等での簡易な浄化のひもの洗浄や点検について、適切な維持管理を行う。 

➢イベント、教育、河川愛護、広報活動や各実施者の連携・支援を促進する。 

➢水環境及び施策の取組み状況のモニタリング結果をPR する。 
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表-2 施策内容と役割分担 

施 策 取組み内容 

実 施 者※1 

担当部署 住 

民 

市 県 国 

民 
間 

汚
濁
負
荷
削
減
策 

生活排水
対策 

下水道整備 下水道整備、接続の促進 ● ● ○ ○ 
 

市下水道課、県生活
排水対策室 

合併処理浄化槽の普及、
維持管理 

合併処理浄化槽普及の促
進 

合併処理浄化槽の維持管
理の適正化 

● ● ● 
  

市下水道課、県生活
排水対策室 

家庭雑排水による負荷の
削減 

家庭雑排水の負荷削減の
促進 

● ● ○ ○ 
 

市生活環境課 

事業場 
排水対策 

排水基準の遵守 
事業者への指導・検査の実
施 

● ● ● 
 

○ 
県環境保全課、県衛
生・環境課、市生活
環境課 

施肥対策 環境保全型農業の推進 

エコファーマーの認定や
K-GAPの推進 
良質堆肥の生産支援及び
堆肥利用 

● ● ● 
 

○ 
市農政課、県農政普
及課、県食の安全推
進課 

家畜 
排せつ物 
対策 

環境保全型畜産の推進 

処理施設の処理水の監
視、水質調査、維持管理の
指導 

畜産環境センターへの搬出
の徹底 

臭気対策 

● ● ● 
 

○ 
市畜産課、県農政普
及課、県畜産課 

河川における 
施策 

水辺空間の整備 （整備完了） 
  

● ● 
 

県河川課、県河川港
湾課 

水質浄化施設による浄化 

（整備完了） 
整備済み施設の維持管理
の適正化 

 
● 

 
● 

 
国交省、市生活環境
課 

排水路等での簡易な水質
浄化 

（整備完了） 
ひも状接触材の洗浄等の
維持管理の適正化 

 
● 

 
● 

 
国交省、市生活環境
課 

水循環改善策 雨水浸透施設の整備推進 （整備完了） ● ● ● ● ● 
 

ソフト面の施策 
イベント、教育、河川愛
護、広報、連携・支援 

イベント、教育、河川愛護、
広報活動や各実施者の連
携・支援の促進 

水環境及び施策の進捗状
況のモニタリング結果のPR 

● ● ● ● 
 

全機関 

※1 ●：主体実施、○：支援実施。 

赤字：新規追加項目（既に実施されているが現行の計画に記載されていない取組み） 

■ モニタリング廃止 
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3. モニタリング 

（1） 水環境のモニタリング内容と役割分担 

水環境（水質、その他の水環境）の計画目標の達成状況および改善状況について、現行の行動計画

に基づき実施していく。モニタリングが各機関で実施されている項目について、評価項目及び実施機

関を一部追加してモニタリングを強化する。 

表- 1 水質のモニタリング 

項 目  計画目標 モニタリング地点  頻度  
モニタリン
グ実施者  担当部

署 
国 県 市 

・BOD 
・全窒素 
・糞便性大腸
菌群数 

BOD年 75％値：3.0mg/l以下 
T-N年平均値：5.0mg/l以下 
糞便性大腸菌群数：低減を図る 

対象区域分
割ブロック
の排水末端
部 

河原田橋 
（評価基準地点） 

年 48回 
程度 ● ― ― 国交省 

朝日橋、田崎橋 年 12回 ● ― ― 国交省 

大園橋 年 12回 ― ● ― 県環境
保全課 

3号排水路 年 12回 ― ― ● 市生活
環境課 

その他排水
量の多い主
要樋管 

5号排水路、田崎
第 4樋管、新川第
9樋管 

年 12回 ― ― ● 鹿屋市 

流量 現状の河川流量を維持する 
対象区域分
割ブロック
の排水末端
部 

高良橋、朝日橋、
大正橋、田崎大
橋、3号排水路 

常時 ● ● ● 
国交省、
市生活
環境課 
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表- 2 その他の水環境のモニタリング 

項目 計画目標 

評価方法 
モニタリング地
点（区間） 

頻度 

モニタリン

グ実施者※ 担当部
署 評価項目 既住調査データ 

国 県 市 

臭い 
腐敗臭、異臭発生

の低減を図る。 

巡視活動記録 
環境監視員の巡視活

動記録簿及び報告書 
管理対象区間 年 12回 ― ― ● 

市生活

環境課 

臭気異常件数 

各月水質調査の臭気

異常件数  
鹿屋市内 9地点 年 12回 ― ― ● 

市生活

環境課 

各月水質調査の臭気

異常件数 
大園橋 年 12回 ― ● ― 

県環境

保全課 

各月水質調査の臭気

異常件数 

河原田橋、朝日

橋、田崎橋 
年 12回 ● ― ― 国交省 

色 
水の透明感を確

保する。 

巡視活動記録 
環境監視員の巡視活

動記録簿及び報告書 
管理対象区間 年 12回 ― ― ● 

市生活

環境課 

透視度 
各月水質調査の透視

度 

河原田橋、朝日

橋、田崎橋、大

園橋、3 号排水

路 

年 12回 ● ● ● 

国交省、

県環境

保全課、

市生活

環境課 

外観異常件数 

各月水質調査の外観

異常件数 
鹿屋市内 9地点 年 12回 ― ― ● 

市生活

環境課 

各月水質調査の外観

異常件数 
大園橋 年 12回 ― ● ― 

県環境

保全課 

各月水質調査の外観

異常件数 

河原田橋、朝日

橋、田崎橋 
年 12回 ● ― ― 国交省 

景観 

不快なゴミ等が

なく、安らぎと潤

いを感じる河川

景観を維持する。 

巡視活動記録 
環境監視員の巡視活

動記録簿及び報告書 
― 年 12回 ― ― ● 

市生活

環境課 

ごみ 

肝属川ｸﾘｰﾝ作戦の参

加者数とごみ収集量

の実績 

― 年 1回 ― ― ● 
市生活

環境課 

景観に対する 

感性 

景観に関するｱﾝｹｰﾄ調

査 
管理対象区間 5年 1回 ● ― ― 国交省 

親水 

子供達が安心し

て水際に近づけ、

川に親しめる河

川空間の創出に

努める。 

親水性に対する

感性 

親水性に関するｱﾝｹｰﾄ

調査 
管理対象区間 5年 1回 ― ― ● 国交省 

生物

生息

環境 

多様な動植物の

生息・生育環境を

確保する。 

魚類、底性生物、

貴重種、外来種

の確認種数 

河川水辺の国勢調査 
河原田橋から大

園橋までの区間 
5年 1回 ● ― ― 国交省 

赤字：新規追加項目（既に実施されているが現行の計画に記載されていない項目） 
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（2） 施策の進捗・実施状況のモニタリング内容と役割分担 

施策の進捗・実施状況について、これまでの行動計画の役割分担とモニタリング項目を基本とし、

新たに追加された取組みの実施状況のモニタリングを追加する。さらに、水環境及び施策の進捗状況

のモニタリング結果の公表による啓発効果の拡大を図る。なお、雨水浸透施設の整備及び水辺空間の

整備は事業完了によりモニタリング対象から除外する。 

 

表- 3 施策の進捗・実施状況のモニタリング 

施 策 実施頻度 

実 施 者
※1

 

主なモニタリング項目 担当部署 
住
民 

市 県 国 

民
間 

汚
濁
負
荷
削
減
策 

生活排水

対策 

下水道整備 1回/年 
 

● 
   

下水道整備人口、整備率、接

続率、排水水質等の実績 

市下水道課、県生活

排水対策室 

合併処理浄化槽の普

及、維持管理 
1回/年 

 
● ● 

  
合併処理浄化槽の整備基数 

市下水道課、県生活

排水対策室 

家庭雑排水による負荷

の削減 
1回/5年 ○ ● 

   

ｱﾝｹｰﾄの実施実績およびそ

の結果 
市生活環境課 

事業場排

水対策 
排水基準の遵守 1回/年 ○ ● ● 

 
○ 

事業者への指導、検査の実

施実績、排水水質実績 

県環境保全課、県衛

生・環境課、市生活

環境課 

施肥対策 
環境保全型農業の推

進 
1回/年 ○ ● ● 

 
○ 

エコファーマーの認定数、か

ごしまの農林水産物認証制

度（K-GAP）」の認定件数 

市農政課、県農政普

及課、県食の安全推

進課 

家畜排せ

つ物対策 

環境保全型畜産の推

進 
1回/年 ○ ● ● 

 
○ 

家畜別（豚、牛）頭数、畜産農

家の自己処理施設ごとの処

理水量、水質、家畜飼育頭数

の実績 

市畜産課、県農政普

及課、県畜産課 

河川における

施策 

水辺空間の整備 1回/年 
  

● ● 
 
整備実績 

県河川課、県河川港

湾課 

水質浄化施設による浄

化 
1回/年 

 
● 

 
● 

 
整備実績 

国交省、市生活環境

課 

排水路等での簡易な水

質浄化 
1回/年 

 
● 

 
● 

 

施設による浄化効果（浄化前

後の水質実績） 

ひもの洗浄等の維持管理実

績 

国交省、市生活環境

課 

水循環改善策 
雨水浸透施設の整備推

進 
1回/2年 ○ ● ● ● ○ 整備実績 

 

ソフト面の施

策 

イベント、教育、河川愛

護、広報、連携・支援 
1回/年 

 
● ● ● 

 
実施実績 全機関 

その他 地下水水質 1回/年 
 

● 
   

既存の水道水源地（現在取水

していない井戸・湧水も含む）

の硝酸性窒素濃度、一般井

戸の硝酸性窒素濃度 

市生活環境課 

※1 ●：調査・とりまとめ担当者、○：資料提供者 
赤字：新規追加項目（既に実施されているが現行の計画に記載されていない項目） 
■ モニタリング廃止 
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